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防災マップ・洪水ハザードマップ
を作成しました

　

地
震
や
風
水
害
、
土
砂
災
害
、

河
川
の
氾
濫
な
ど
の
災
害
が
発
生

し
た
と
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
適

切
に
行
動
で
き
る
よ
う
に
湖
南

市
防
災
マ
ッ
プ
と
湖
南
市
洪
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し

た
。い

つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く

な
い
地
震

　

今
後
30
年
以
内
の
地
震
発
生
確

率
は
東
南
海
地
震
が
60
％
、
南
海

地
震
が
50
％
と
予
測
さ
れ
、
さ
ら

に
東
海
地
震
に
い
た
っ
て
は「
い

つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
内
で
は
、

琵
琶
湖
西
岸
断
層
帯
の
将
来
の
活

動
に
つ
い
て
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

7
・
8
程
度
の
地
震
が
発
生
す

る
と
推
定
さ
れ
、
今
後
30
年
以
内

の
地
震
発
生
確
率
が
0
・
０
９
～

9
％
で
、
わ
が
国
の
主
な
活
断
層

の
中
で
は
高
い
グ
ル
ー
プ
に
属
す

る
と
い
う
見
解
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。風

水
害
も
各
地
で
発
生
し
て

い
ま
す

　

一
方
で
、
平
成
16
年
7
月
に
新

潟
・
福
井
・
福
島
を
襲
っ
た
豪
雨

や
、
同
年
9
月
か
ら
10
月
に
か
け

て
発
生
し
た
台
風
21
号
・
23
号
、

記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
は
平
成

17
年
7
月
の
梅
雨
前
線
に
よ
る
豪

雨
、
昨
年
長
野
県
で
発
生
し
た
土

石
流
な
ど
が
各
地
に
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

防
災
マ
ッ
プ
・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
で
災
害
に
対
す
る
備
え
を

　

こ
の
防
災
マ
ッ
プ
・
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
、
災
害
時
の

緊
急
連
絡
先
、
避
難
収
容
施
設
や

防
災
倉
庫
の
位
置
、
土
砂
災
害
の

危
険
箇
所
、
野
洲
川
が
氾
濫
し
た

場
合
の
浸
水
想
定
区
域
、
災
害
の

種
類
別
の
注
意
事
項
な
ど
が
記
載

さ
れ
て
お
り
、
広
げ
る
と
Ａ
１
サ

イ
ズ
、
折
り
た
た
む
と
Ａ
４
サ
イ

ズ
で
大
変
コ
ン
パ
ク
ト
で
す
。

　

家
族
や
地
域
で
、
災
害
が
発
生

し
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
日
ご

ろ
か
ら
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

安
心
安
全
課〔
東
庁
舎
〕

�
71
◦
2
3
1
1

　

建
設
課〔
東
庁
舎
〕

�
71
◦
2
3
3
3

　

区（
自
治
会
）に
加
入
し
て
い

る
人
へ
は
区
を
通
じ
て
配
布
す
る

ほ
か
、市
役
所
東
庁
舎
１
階
受
付
、

西
庁
舎
１
階
市
民
生
活
課
、
各
公

民
館
、
各
会
館
、
教
育
集
会
所
、

各
図
書
館
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー
な

ど
に
も
備
え
つ
け
て
い
ま
す
。

日ごろの備えと早めの避難
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5
月
27
日
、
土
砂
災
害
を
想
定

し
た
情
報
伝
達
訓
練
と
避
難
訓
練

が
妙
感
寺
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
以
降
の
出
水
期
に
備
え
、

防
災
関
係
機
関
な
ど
に
雨
量
情
報

や
土
砂
災
害
警
戒
情
報
な
ど
が
迅

速
・
確
実
に
伝
達
さ
れ
る
か
を
把

握
す
る
と
と
も
に
、
各
機
関
の
役

割
の
再
認
識
や
住
民
の
防
災
意
識

の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

彦
根
地
方
気
象
台
、
滋
賀
県
と

市
が
地
元
の
協
力
を
得
て

行
っ
た
も
の
。

　

予
想
を
大
幅
に
上
回
り

2
0
0
人
を
超
え
る
住
民

が
参
加
し
、避
難
所
と
な
っ

た
妙
感
寺
多
目
的
集
会
所

は
満
杯
に
。
江
戸
時
代
に

94
人
も
の
犠
牲
者
を
出
し

た「
妙
感
寺
流
れ
」が
起
き

た
地
区
だ
け
に
、
住
民
の

関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え

ま
し
た
。

　

妙
感
寺
区
長
の
鶴
岡
さ

ん
は
、
訓
練
後
に
行
わ
れ
た
講

習
会
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
、「
い

ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て
、
地

域
が
一
つ
の
家
族
の
よ
う
に
助

け
合
え
る
よ
う
、『
向
こ
う
三
軒

両
隣
』の
付
き
合
い
を
大
切
に
」、

「
こ
う
し
た
訓
練
は
、
始
ま
り
は

あ
っ
て
も
終
わ
り
の
な
い
も
の
。

継
続
し
て
行
っ
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
」
と
訴
え
か
け
ま
し

た
。

訓
練
に
終
わ
り
は
な
い！

　

8：30　・彦根地方気象台　大雨洪水注意
　　　　　 報発表
9：00　・彦根地方気象台　大雨洪水警報

　　　　　発表
　・�妙感寺区において消防団が管内                     

巡視を開始
9：20　・消防団が土石流の前兆現象を確認し、市へ報告
9：30　・県と彦根地方気象台が湖南市に土砂災害警戒情報を発表

　・�市が災害対策本部を設置。妙感寺区に対し、土砂災害警
戒情報を伝達するとともに、避難準備情報の発令および
避難所の開設指示

　・�妙感寺区は市からの指示を受け、妙感寺多目的集会所を
避難所として開設。避難準備情報を住民へ伝達。災害時
要援護者を避難所へ誘導。避難名簿により避難者の確認

10：00　・市が妙感寺区に対し避難勧告を発令
　・�妙感寺区は要援護者以外の住民の避難誘導。住民名簿に

より避難者の確認
10：30　・市が妙感寺区に対し避難指示を発令
10：45　・妙感寺でがけ崩れ発生
               〔県砂防課による防災講習会〕
12：00　・市が妙感寺区に対する避難指示を解除

訓練の主な動き 情報伝達の流れ

彦根地方気象台→滋賀
県砂防課・甲賀県事務
所　 湖 南 市　 妙 感 寺
区・消防団

▲名簿により避難者を確認▲避難所に向かう区民の皆さん▲防災講習会で熱心にビデオを視聴

▲�避難所として開設された妙感寺多目
的集会所

妙
感
寺
区
で
土
砂
災
害
防
災
訓
練

▼

妙
感
寺
区
で
進
む
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
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第
21
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

大
切
な　

明
日
へ
の
架
け
橋　

そ
の
一
票

　

任
期
満
了
に
よ
る
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
７
月
29
日（
日
）投
・

開
票
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

国
政
の
新
し
い
枠
組
み
を
方
向
づ
け
る
重
要
な
選
挙
で
す
。
棄

権
の
な
い
よ
う
、
あ
な
た
の
大
切
な
一
票
を
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
で
き
る
人

　

昭
和
62
年
７
月
30
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
で
、
平
成
19
年
４
月
11

日
以
前
か
ら
引
き
続
き
湖
南
市
の

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い

る
人
。

　

な
お
、
平
成
19
年
４
月
12
日
以

降
に
他
市
区
町
村
か
ら
本
市
に
転

入
し
た
人
は
、
前
住
所
地
で
投
票

し
て
く
だ
さ
い（
た
だ
し
、
前
住

所
地
の
市
区
町
村
の
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
に
限
り
ま

す
）。

投
票
所
入
場
券

　

選
挙
人
の
確
認
と
投
票
事
務
が

ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
、
必
ず
投

票
所
入
場
券
を
持
参
し
て
、
記
載

さ
れ
て
い
る
投
票
所
で
投
票
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
紛
失
な
ど
に
よ
り
、
投

票
日
に
入
場
券
を
持
参
し
な
く
て

も
、
本
人
が
そ
の
旨
を
投
票
所
の

受
付
に
申
し
出
る
と
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

   

期
日
前
投
票　

◎
期
日
前
投
票
が
で
き
る
人

・�

投
票
日
当
日
に
仕
事
を
し
て
い

る
人
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
予
定

が
あ
る
人

・�

レ
ジ
ャ
ー
や
買
い
物
な
ど
の
私

用
で
、
投
票
日
に
投
票
所
へ
行

け
な
い
人

・�

出
産
で
入
院
す
る
な
ど
の
理
由

に
よ
り
、
投
票
日
に
投
票
所
へ

行
け
な
い
人

※�

選
挙
権
を
有
す
る
人
で
あ
っ
て

も
、
昭
和
62
年
７
月
14
日
か
ら

同
年
７
月
29
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
は
、
誕
生
日
の
前
々
日
ま

で
は
期
日
前
投
票
は
で
き
ま
せ

ん
。
誕
生
日
の
前
々
日
以
前
に

投
票
す
る
場
合
は
、
東
庁
舎
３

階
の
市
選
挙
管
理
員
会
で
不
在

者
投
票（
７
月
13
日
～
７
月
28

日
）を
し
て
く
だ
さ
い
。
西
庁

舎
で
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※�

昭
和
62
年
７
月
30
日
生
ま
れ
の

人
は
、
投
票
日
当
日
に
投
票
所

で
の
み
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

【
場
所
・
期
間
】

○
東
庁
舎　

３
階
第
２
会
議
室

　

�
７
月
13
日（
金
）～
７
月
28
日（
土
）

○
西
庁
舎　

１
階
ロ
ビ
ー

　

�

７
月
21
日（
土
）～
７
月
28
日（
土
）

【
時
間
】午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

【
持
ち
物
】投
票
所
入
場
券

   

郵
便
投
票　

◎
郵
便
投
票
が
で
き
る
人

　

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
ち
一
定

の
障
が
い
程
度
に
該
当
す
る
重
度

の
障
が
い
が
あ
る
た
め
投
票
所
に

行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
や
要
介

護
状
態
区
分
が
要
介
護
５
の
人
の

た
め
に
、
自
宅
で
投
票
を
行
い
、

郵
便
で
投
票
用
紙
を
送
る
不
在
者

投
票
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

実
際
に
郵
便
に
よ
る
投
票
を
行

う
た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
郵
便

投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
お

く
必
要
が
あ
り
、
手
続
き
な
ど
に

日
数
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
早
め

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投

票
に
お
け
る
代
理
記
載
制
度
も
あ

り
ま
す
が
、
こ
ち
ら
も
あ
ら
か
じ

め
郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付
申
請

な
ど
の
手
続
き
が
必
要
で
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
投
票
用
紙
な
ど
の
請
求
方
法

　

選
挙
の
期
日
前
４
日（
７
月
25

日
）ま
で
に
市
選
挙
管
理
委
員
会

に
投
票
用
紙
の
請
求
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

   

開
票　

　

投
票
日
の
午
後
９
時
20
分
か

ら
市
民
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
本
館

（
サ
ン
ヒ
ル
ズ
甲
西
）多
目
的
ホ
ー

ル
で
行
い
ま
す
。

　

一
般
参
観
で
き
ま
す
が
、
場
内

で
は
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

湖
南
市
選
挙
管
理
委
員
会（
総

務
課
内
）〔
東
庁
舎
〕

　
　

�
71
◦
２
３
５
７

　

た
だ
し
、
投
票
日
当
日
は

　
　

�
75
◦
5
8
1
1

７月12日（木）

７月29日（日）

【公 示 日】

【投 票 日】

【投票時間】
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湖
南
市
環
境
基
本
条
例
が

7
月
1
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た

■問い合わせ先　環境課〔東庁舎〕　�71◦2326

策定の目的

第１章
　5つの基本理念
　健全で恵み豊かな環境の保全と創造の
ために５つの理念を定めました。
①恵み豊かな環境の次世代への継承
②�大気、水、土壌など環境の構成要素の
良好な状態での保持
③�地域の環境は自らがつくる「環境自治」
の構築、定着
④�伝統文化、歴史遺産などの文化環境の
発掘、保全、活用
⑤地球環境の保全と循環型社会の構築

　責務
　市民、事業者、市のそれぞれの基本的
な責務について規定しました。

　県などへの協力要請
　市長は、市の環境施策の実施に関して
県などへの協力要請ができること、また、
市に関係する県などの施策について意見
を述べることができることを定めました。

第２章
　環境基本計画
　条例を具現化し、環境の保全と創造に
関する施策を総合的・計画的に推進する
ための基本計画の策定について定めまし
た。

　環境への配慮
　市は、市民や事業者が環境に配慮しな
ければならない指針を策定するなど必要
な措置を講じること、また、それぞれが
環境への配慮をすることを定めました。

　推進施策
　市民、事業者、市が環境の保全と創造
についてできることやしなければならな
いことなどを定めました。

第３章
　環境審議会の設置
　市の区域における環境の保全と創造に
関して、基本的事項を調査、審議するため、
環境審議会を設置することを定めました。
環境基本計画の策定に関する審議も行い
ます。

第４章
　体制整備
　この条例を具現化した基本計画を総合
的・計画的に推進するための体制整備な
どの措置を講じることを定めました。

　

南
北
に
緑
豊
か
な
山
並
み
が
あ

り
、
中
央
部
に
野
洲
川
が
流
れ
る

自
然
豊
か
な
ま
ち
、
湖
南
市
。
川

沿
い
に
広
が
る
農
地
で
は
、
そ
の

豊
か
な
水
を
利
用
し
て
稲
作
を

中
心
と
す
る
農
業
が
古
く
か
ら
営

ま
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
か
つ

て
は
旧
東
海
道
の
宿
場
町
と
し
て

栄
え
、
豊
か
な
文
化
が
育
ま
れ
て

き
ま
し
た
。
社
寺
仏
閣
な
ど
の
文

化
財
も
多
く
残
っ
て
お
り
、
伝
統

　市民が主役の「環境自治」をはじめとした基本
理念や環境に関する基本的な事項を定め、市民、
事業者、市がそれぞれの立場で協力、協働して施
策を総合的・計画的に推進し、現在と将来の市民
が健康で文化的な生活を送ることを目的としてい
ます。

条例の概要

工
芸
や
地
域
に
根
付
い
た
行
事
や

風
習
が
今
も
引
き
継
が
れ
て
い
ま

す
。

　

一
方
、
市
内
に
は
国
道
一
号
や

名
神
高
速
道
路
と
い
っ
た
交
通
の

大
動
脈
が
走
り
、
多
く
の
工
場
が

進
出
す
る
と
と
も
に
、
京
阪
神
へ

の
通
勤
圏
と
し
て
注
目
さ
れ
、
流

入
人
口
も
急
激
に
増
加
し
ま
し

た
。
市
民
の
生
活
は
都
市
化
し
、

利
便
性
は
高
ま
り
ま
し
た
が
、
資

源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
量
は
増

大
し
、
温
暖
化
な
ど
地
球
全
体
に

与
え
る
影
響
も
深
刻
さ
を
増
し
て

き
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
に
は
良
好
な
環
境

の
も
と
、
健
康
で
快
適
な
生
活
を

営
む
権
利
が
あ
り
ま
す
が
、
同
時

に
人
類
存
続
の
基
盤
で
あ
る
恵
み

豊
か
な
環
境
を
将
来
に
引
き
継
ぐ

責
務
も
負
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
わ
た
し
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
環
境
問
題
を
正
し
く
認

識
し
、
環
境
に
配
慮
し
た
行
動
を

実
践
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
市
民
、
事
業
者
お

よ
び
市
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
協

力
、協
働
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
環
境
の
保
全

と
豊
か
な
環
境
の
創
造
の
た
め
の

活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
持

続
的
発
展
が
可
能
な
社
会
を
構
築

す
る
こ
と
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、

湖
南
市
の
環
境
に
対
す
る
基
本
的

な
事
項
を
定
め
、
環
境
施
策
の
個

別
事
項
の
規
定
を
整
備
す
る
た
め

湖
南
市
環
境
基
本
条
例
を
制
定
し

ま
し
た
。
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県
あ
げ
て
の
誘
致
が
進
む

　

昭
和
39
年
10
月
に
開
通
し
た
東

海
道
新
幹
線
は
日
本
の
公
共
輸
送

に
一
大
革
命
を
も
た
ら
し
、
新
駅

建
設
の
要
望
が
全
国
的
に
高
ま
り

ま
し
た
。
昭
和
44
年
9
月
に
は
栗

東
町
議
会
に
も
誘
致
特
別
委
員
会

が
設
置
さ
れ
、
誘
致
活
動
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

①
建
設
費
は
地
元
負
担
②
ダ
イ

ヤ
設
定
上
の
制
約
を
あ
ま
り
受
け

な
い
こ
と
③
集
客
力
が
高
い
こ
と

④
技
術
上
難
点
が
な
い
こ
と
な

ど
、
当
時
の
国
鉄
の
考
え
方
に
基

づ
き
、要
望
の
あ
っ
た
12
駅
の
内
、

新
富
士
、
掛
川
、
三
河
安
城
、
新

尾
道
、
東
広
島
の
5
駅
の
新
設
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
栗

東
駅
は
県
内
で
の
一
本
化
が
図
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
設
置
が
見

送
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、昭
和
63
年
2
月
に「
東

海
道
新
幹
線（
仮
称
）栗
東
駅
設
置

促
進
協
議
会
」
が
3
市
11
町（
大

津
市
、
草
津
市
、
守
山
市
、
志
賀

町
、
栗
東
町
、
野
洲
町
、
中
主
町
、

石
部
町
、
甲
西
町
、
水
口
町
、
土

山
町
、
甲
賀
町
、
甲
南
町
、
信
楽

町
）で
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
同
年
12
月
の
県
議
会

で
は
、
稲
葉
滋
賀
県
知
事
が
、「
東

海
道
新
幹
線
米
原
|
京
都
間
に
お

け
る
新
駅
候
補
地
に
つ
い
て
は
、

2
駅
設
置
を
め
ざ
す
が
、
す
で
に

都
市
化
が
進
み
、
人
口
、
事
業
所

な
ど
の
集
積
度
が
高
く
、
利
用
者

も
多
数
見
込
め
る
栗
東
周
辺
で
ま

ず
先
行
し
て
重
点
的
に
早
期
実
現

を
図
り
、
強
力
な
取
り
組
み
を
進

め
る
」と
栗
東
駅
を
滋
賀
県
が
公

式
に
推
進
す
る
立
場
を
表
明
し
ま

し
た
。
そ
れ
と
と
も
に「
新
幹
線

は
、
県
民
の
利
便
性
の
向
上
を
果

た
す
こ
と
は
も
と
よ
り
、
人
、
物
、

情
報
の
流
れ
が
飛
躍
的
に
増
大
す

る
交
流
の
時
代
に
お
い
て
、
広
域

高
速
大
量
輸
送
機
関
と
し
て
、
そ

の
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要

性
が
高
ま
っ
て
お
り
、
県
土
発
展

の
将
来
を
考
え
、
栗
東
周
辺
で
の

早
期
実
現
を
図
る
」と
い
う
推
進

方
策
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
平
成
2
年
1
月
に

東
海
道
新
幹
線（
仮
称
）栗
東
駅
設

置
促
進
協
議
会
へ
滋
賀
県
が
参
加

し
、
県
あ
げ
て
の
誘
致
体
制
が
整

い
ま
し
た
。

　
　

Ｊ
Ｒ
と
の
正
式
協
議
へ

　

平
成
3
年
10
月
に
東
海
道
新
幹

線
は
民
営
化
し
た
Ｊ
Ｒ
東
海
の
保

有
に
な
り
ま
し
た
が
、
新
駅
設
置

に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
は
国
鉄

当
時
と
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

栗
東
町
で
は
、
新
幹
線
新
駅
誘

致
に
向
け
た
機
運
が
高
ま
り
、
平

成
6
年
2
月
に「
東
海
道
新
幹
線

栗
東
新
駅
設
置
を
進
め
る
会
」が

商
工
会
と
民
間
団
体
、
個
人
な
ど

に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
る
一
方
、
翌

年
3
月
に
は
栗
東
町
が
新
駅
関
連

地
域
開
発
整
備
構
想
を
策
定
し
ま

し
た
。
ま
た
5
月
に
は
設
置
促

進
大
会
が
東
京
で
開
催
さ
れ
る
な

ど
、
地
元
の
熱
気
は
高
ま
る
一
方

で
し
た
。

　

平
成
8
年
8
月
に
は
こ
れ
ま
で

の
促
進
協
議
会
を「
東
海
道
新
幹

線（
仮
称
）び
わ
こ
栗
東
駅
設
置
促

進
協
議
会
」に
改
称
し
、
県
内
商

工
団
体
な
ど
8
団
体
が
新
た
に
加

わ
り
、
県
議
会
議
長
が
副
会
長
に

就
任
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
自

治
会
に「
東
海
道
新
幹
線（
仮
称
）

び
わ
こ
栗
東
駅
周
辺
整
備
推
進
会

議
」が
組
織
さ
れ
た
ほ
か
、
県
で

は
新
駅
を
核
と
し
た
南
部
地
域
の

構
想
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
11
年
3
月
、
國
松
滋
賀
県

知
事
が
促
進
協
議
会
会
長
に
就
任

し
た
こ
と
で
、
ま
す
ま
す
地
元
の

ボ
ル
テ
ー
ジ
が
上
が
っ
て
い
く
な

か
、
平
成
13
年
12
月
、
新
駅
設
置

に
向
け
た
正
式
協
議
が
Ｊ
Ｒ
東
海

と
始
ま
り
ま
し
た
。《次

回
へ
続
く
》

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室　

�

�
71
◦
2
3
1
4

新
幹
線
新
駅
問
題

告報
　

東
海
道
新
幹
線（
仮
称
）南
び
わ
湖
駅
は
湖
南
地
域
の
ビ
ッ

グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
7

月
の
県
知
事
選
挙
で
嘉
田
由
紀
子
氏
が
当
選
さ
れ
て
以
降
、
に

わ
か
に
そ
の
推
進
そ
の
も
の
が
全
国
的
に
脚
光
を
浴
び
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
な
ぜ
新
駅
が
必
要
な
の
か
」「
な
ぜ
湖
南
市
は
負

担
金
を
支
払
っ
た
の
か
」「
中
止
に
な
っ
た
場
合
の
損
害
は
」

な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
疑
問
や
ご
意
見
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
断
片
的

な
情
報
し
か
提
供
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
動

き
を
今
月
か
ら
数
回
に
わ
た
っ
て
時
系
列
で
報
告
し
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ

〈第一回〉
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今
月
12
日
に
参
議
院
議
員
通
常

選
挙
が
公
示
さ
れ
ま
す
。
29
日
の

投
開
票
ま
で
熱
い
闘
い
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
す
が
、
今
月
は「
選
挙
」

に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

湖
南
市
と
な
っ
て
２
年
９
か
月

の
間
に
、
市
長（
16
年
11
月
）、
衆

議
院
議
員（
17
年
９
月
）、
市
議
会

議
員（
17
年
10
月
）、
県
知
事（
18

年
７
月
）、
県
議
会
議
員（
19
年
４

月
）と
５
つ
の
選
挙
が
あ
り
ま
し

た
。
今
回
は
６
年
任
期
の
参
議
院

議
員
の
半
数
改
選
で
３
年
ご
と
に

行
わ
れ
る
も
の
で
す
。
衆
議
院
議

員
総
選
挙
以
外
は
定
例
と
し
て
行

わ
れ
る
選
挙
で
す
。

　

湖
南
市
の
有
権
者
数
は
約
４
万

１
千
人
で
す
が
、
選
挙
に
よ
り
投

票
率
は
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
市
長
選
挙
や
市
議
会
議

員
選
挙
は
50
％
台
で
し
た
が
、
知

事
選
挙
で
は
30
％
台
、
衆
議
院
議

員
総
選
挙
で
は
70
％
弱
と
な
り
ま

し
た
。
い
わ
ゆ
る
郵
政
選
挙
で
争

点
の
単
純
化
と
劇
場
化
で
関
心
が

高
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

北
欧
で
は
、
国
会
議
員
選
挙
の

投
票
率
が
90
％
を
超
え
る
こ
と
も

多
い
よ
う
で
す
。
税
率
が
50
％
を

超
え
る
こ
と
が
あ
る
国
で
は
、
や

は
り
関
心
も
高
ま
る
の
で
し
ょ
う

か
。

　

選
挙
は
民
主
制
を
担
保
す
る
大

切
な
シ
ス
テ
ム
で
す
。
候
補
者
は

実
現
可
能
な
約
束
を
訴
え
て
投
票

を
呼
び
か
け
、
当
選
す
れ
ば
特
定

の
支
援
者
や
地
域
で
は
な
く
、
市

民
や
国
民
全
体
の
代
表
と
し
て
約

束
の
実
現
に
力
を
尽
く
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。
当
選
す
る
た
め
の
約

束
で
は
な
く
、
実
現
す
る
た
め
の

約
束
で
す
か
ら
、
任
期
中
は
十
分

に
守
ら
れ
る
よ
う
に
見
つ
め
続
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し

た
意
味
で
、
わ
た
し
も
日
夜
緊
張

し
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
に
汗
を
か

い
て
お
り
ま
す
。

　

選
挙
は
一
過
性
の
も
の
で
な

く
、
そ
の
前
後
継
続
し
た
も
の
だ

と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
よ
り
よ
い
ま
ち
に
な
る

こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
投
票
し
な
け
れ
ば
始

ま
り
ま
せ
ん
。
候
補
者
の
公
約
を

十
分
吟
味
し
、
未
来
を
託
し
て
必

ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

Report
ま
ち
づ
く
り

最
前
線
レ
ポ
ー
ト

谷
畑
市
長
の

No.10

　松籟山と一級河川宮川の恵まれた環境を利用し、近
隣住民の憩いの場、ふれあいの場となるようにと、市
が整備を進めてきた柿ヶ沢都市計画公園が７月８日
（日）に開園式を迎えます。なお、公園名は地元公募に
より里山しょうらい公園と決定されました。
　公園内には、多目的広場や市内では初めてとなる健
康遊具、足のつぼを刺激する健康歩道が設置されてい
るほか、松籟山の斜面広場には木製アスレチック遊具、
かぶとむしをモチーフとした複合遊具などがあります。
　市民の皆さんの利用をお待ちしています。

■問い合わせ先
　都市計画課〔東庁舎〕　�71◦2336

所在地：石部西二丁目　　面積：2.2ha

石部駅

JR草津線

石部口

西庁舎前

石部中央 市役所西庁舎市役所西庁舎

石部保育園

里山しょうらい公園

宮
川

1

里山しょうら
い公園が

いよいよ開園
！

（上）ちびっこに人気ま
ちがいなしの大型遊具

（下左）アスレチック
（下右）健康快足〔あし
つぼ歩道〕
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　平成19年６月市議会定例会が６月７
日から20日まで行われました。審議の
うえ議決された主な議案は次のとおり
です。
■条例の制定
・湖南市環境基本条例
・�湖南市税条例の一部を改正する条例
・�湖南市国民健康保険税条例の一部を
改正する条例
・�湖南市学童保育所設置条例の一部を
改正する条例
・�湖南市営小集落改良住宅運営審議会
設置条例の一部を改正する条例
・�湖南市消防団員等公務災害補償条例
の一部を改正する条例

■平成19年度補正予算
・�湖南市公共下水道特別会計補正予算
（第１号）
■変更契約の締結
工事名…市道甲西線道路橋（甲西橋）
撤去他工事
当初契約額…157,185,000円
変更（増額）……2,018,100円
契約相手方…株式会社昭建甲賀支店

■�問い合わせ先
　総務課〔東庁舎〕　�71◦2357

湖南市国土利用計画（案）
　市では平成18年10月に策定した「湖南市総合計画」に
掲げる将来像『ずっとここに暮らしたい！　みんなで創
ろう　きらめき湖南』の実現をめざし、「湖南市国土利
用計画」の策定作業を進めてきました。
　このほど、計画案がまとまりましたので公表し、市民
の皆さんからの意見を募集します。いただいたご意見・
ご提案は策定にあたっての参考とさせていただきます。
■計画案の公表日　７月4日（水）
■募集期間　公表日～７月20日（金）
■閲覧場所　政策秘書課、情報公開室（東庁舎）、市民生
活課（西庁舎）、各公民館、市民学習交流センター本館、
各会館、三雲教育集会所、甲西図書館
※市ホームページでも閲覧できます。
■応募資格
○市内に在住または在勤・在学する人
○市内に事務所や事業所を有するもの　など
■応募方法　閲覧場所に備え付けの意見書に記入し、そ
の場で提出するか、郵便または FAX、Ｅメールでお送
りください。意見書は市ホームページからもダウン
ロードできます。
■�応募・問い合わせ先
　政策秘書課〔東庁舎〕（〒520-3288  住所記載不要）
　�71◦2314　�72◦1467
　 hisyo@city.konan.shiga.jp

市民の皆さんの意見（パブリッ
クコメント）を募集します

平成19年６月

湖 南 市 議 会 定 例 会

　地上デジタルテレビの放送は、平成15年（2003年）12月１日に始
まり、平成18年（2006年）末にはすべての都道府県庁所在地で開始
されました。地上デジタル放送への移行に伴い、現行の地上アナ
ログテレビの放送は、平成23年（2011年）７月24日に終了します。

■問い合わせ先
○受信相談については
総務省地上デジタルテレビ放送受信相談センター
�0570◦07◦0101
○視聴エリアについては
　（社）デジタル放送推進協会　http://www.dpa.or.jg/

地上デジタルテレビ放送への
完全移行は2011年
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「
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
」

に
記
載
の
年
間
介
護
保
険
料
か
ら

4
月
に
お
知
ら
せ
し
た
仮
徴
収
額

（
仮
算
定
分
）を
差
し
引
い
た
残
り

の
金
額
を
、
特
別
徴
収（
※
1
）の

対
象
者
は
10
月
、
12
月
、
平
成
20

年
2
月
の
3
回
に
分
け
て
年
金
か

ら
天
引
き
し
ま
す
。普
通
徴
収（
※

2
）の
対
象
者
は
、
7
月
か
ら
平

成
20
年
3
月
ま
で
の
9
回
に
分
け

て
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
特
別
徴
収
の
対
象
と
な

る
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
が
、

65
歳
到
達
や
転
入
な
ど
に
よ
り
介

護
保
険
第
1
号
被
保
険
者
の
資
格

を
取
得
し
た
と
き
に
普
通
徴
収
か

ら
特
別
徴
収
へ
切
り
替
わ
る
タ
イ

ミ
ン
グ
が
、
今
年
度
か
ら
6
回
に

増
え
ま
し
た
。
昨
年
度
ま
で
は
年

に
一
度
し
か
特
別
徴
収
に
切
り
替

わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
度

か
ら
は
資
格
取
得
の
6
～
8
か
月

後
の
偶
数
月
に
普
通
徴
収
か
ら
特

別
徴
収
へ
切
り
替
わ
り
ま
す
。
切

り
替
わ
る
前
月
に
送
付
す
る
特
別

徴
収
開
始
通
知
書
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

平
成
18
年
分
所
得
の
決
定
を
受
け
て
、
介
護
保
険
第
1
号
被
保
険

者
の
平
成
19
年
度
介
護
保
険
料
が
確
定
し
ま
す
。
7
月
中
ご
ろ
に
送

付
す
る「
平
成
19
年
度
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
」で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
今
後
の
介
護
保
険
料
の
納
付
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

平
成
19
年
度
の

介
護
保
険
料
が
確
定
し
ま
す

（※1）特別徴収〔2 か月ごと〕（年金天引き）　
対象：�老齢年金・退職年金・障害年金・遺族年金のいずれかを年

額18万円以上受給している人
4月 6月 8月 10月 12月 2月

仮徴収額 本徴収額

平成19年２月の額と同額（原則）
平成18年分所得に基づき決定し
た平成19年度の年間保険料から
仮徴収額を引いて３回に振り分
けた額

（※2）普通徴収〔毎月〕（納付書払い・口座振替払い）
対象：�特別徴収となる年金受給者以外の人。65歳到達や他市区町

村からの転入により資格を取得して6 ～ 8 か月未満の人。
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

仮算定分 本算定分
平成18年度介護
保険料と同じ所
得段階から仮決
定した額

平成18年分所得に基づき決定した平成19年度の
年間保険料から、仮算定分を引いて９回に振り分
けた額

高齢福祉介護課〔東庁舎〕　�71◦2356

現
況
届
の
提
出
を

お
忘
れ
な
く
！

　

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
の
活
用
に
よ
り
現
況
届
の
提

出
は
原
則
不
要
と
な
り
ま
し
た
が
、

確
認
が
で
き
な
い
な
ど
の
理
由
で
現

況
届
の
提
出
が
必
要
な
場
合
も
あ

り
ま
す
。
社
会
保
険
庁
か
ら
通
知
が

あ
っ
た
と
き
は
、
必
ず
現
況
届
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

提
出
が
な
い
と
、
年
金
か
ら
差
し

引
く
予
定
だ
っ
た
介
護
保
険
料
を
普

通
徴
収
で
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

問い合わせ先

　

長
時
間
、
コ
ン
セ
ン
ト
に

プ
ラ
グ
を
差
し
込
ん
だ
ま
ま

に
し
て
お
く
と
プ
ラ
グ
と
コ

ン
セ
ン
ト
の
間
に
ほ
こ
り
が

た
ま
り
、
突
然
発
火
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を『
ト

ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
』と
い
い
、

火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

プ
ラ
グ
は
乾
い
た
布
な
ど
で

掃
除
し
ま
し
ょ
う
。

コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
火
が
！？

　

電
気
は
、
わ
た
し
た
ち
の
日
常
生
活
に
お
い
て
不
可
欠
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
し
か
し
、
取
り
扱
い
や
使
用
方
法
を
誤
れ
ば

火
災
の
お
そ
れ
も
あ
る
た
め
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

日
ご
ろ
か
ら
電
気
器
具
や
火
の
元
に
注
意
し
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
街
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

地域クボタ会が
看板を寄贈

　５月８日、地域クボタ会（加賀
浪雄代表）から市内各小学校ＰＴ
Ａへ飛び出し防止看板50枚が寄
贈されました。
　通学路などへ設置し、交通安
全を呼びかけます。

問い合わせ先   甲賀広域行政組合湖南中央消防署　�72◦0119

プラグを掃除
する

プラグはしっ
かりと

差し込む

濡れた手でプ
ラグを

触らない

タコ足配線
をしない

1

2

3

4
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■
更
新
手
続
き

　

対
象
者
に
は
７
月
上
旬
ま
で
に

申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。
届
い
た

ら
必
要
事
項
を
記
入
し
、
押
印
し

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
折
り
返

し
受
給
券
・
助
成
券
を
郵
送
し
ま

す
。

※
通
知
が
な
く
て
も
、
最
近
転
入

し
て
き
た
人
な
ど
で
受
給
資
格

に
該
当
す
る
と
思
う
人
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
請
書
の
提
出
先

○
保
険
年
金
課

○
市
民
生
活
課

※
各
出
張
所（
三
雲
・
柑
子
袋
・

岩
根
・
菩
提
寺
・
下
田
・
水
戸
）

へ
も
提
出
で
き
ま
す
。

■
受
給
資
格

　

本
人
・
配
偶
者
・
扶
養
義
務
者

に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
所
得
制
限
が

あ
り
ま
す
。

◆�

重
度
心
身
障
が
い
者（
児
）・
重

度
心
身
障
が
い
老
人（
65
歳
以

上
）

○
身
体
障
害
者
手
帳（
１
～
３
級
）

　

を
持
っ
て
い
る
人

○
療
育
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

○�

特
別
児
童
扶
養
手
当
１
級
の
支

給
対
象
児
童

◆
母
子
家
庭
・
父
子
家
庭

○
18
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て

い
る
配
偶
者
の
い
な
い
人
と
そ

の
子

◆
老
人

○
低
所
得
老
人（
65
～
69
歳
）

　

本
人
、
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者

に
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い

人

○�

68
・
69
歳
老
人（
低
所
得
老
人

を
除
く
）

◆�

ひ
と
り
暮
ら
し
寡
婦
・
ひ
と
り

暮
ら
し
高
齢
寡
婦（
65
〜
69
歳
） 

○
配
偶
者
の
い
な
い
女
性
で
、
か

つ
て
配
偶
者
の
な
い
女
性
と
し

て
児
童
を
扶
養
し
て
い
た
こ
と

の
あ
る
人
。
な
お
、
ひ
と
り
暮

ら
し
の
状
態
が
１
年
以
上
続
い

て
い
て
、
今
後
も
そ
の
状
態
が

継
続
す
る
と
見
込
ま
れ
る
人
に

限
り
ま
す
。

◆�

精
神
障
が
い
者（
児
）・
精
神
障

が
い
老
人（
65
歳
以
上
）

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

（
１
～
３
級
）を
持
っ
て
い
て
、

自
立
支
援
医
療（
精
神
通
院
医

療
）の
支
給
認
定
を
受
け
て
い

る
人

老
人
保
健
医
療
受
給
者
証（
白

色
）を
持
っ
て
い
る
人

　

一
部
負
担
金
の
割
合
が
変
更
に

な
る
人
に
の
み
、
新
し
い
受
給
者

証
を
発
行
し
ま
す
。

　

新
し
い
受
給
者
証
は
、
８
月
１

日
か
ら
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
古

い
受
給
者
証
は
回
収
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

負
担
割
合
に
変
更
が
な
い
人

は
、
更
新
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

現
在
お
持
ち
の
受
給
者
証
を
引
き

続
き
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

（
う
す
だ
い
だ
い
色
）を
持
っ
て

い
る
人

　

現
在
お
持
ち
の
受
給
者
証
は
、

７
月
31
日
で
有
効
期
間
が
切
れ
て

使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

８
月
１
日
か
ら
新
し
い
あ
さ
ぎ

色
の
受
給
者
証
を
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。
古
い
受
給
者
証
は
回
収
し

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

○　
　
　

○

　

新
し
い
老
人
保
健
医
療
受
給
者

証
・
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

証
は
、
い
ず
れ
も
７
月
末
ま
で
に

配
達
記
録
郵
便
で
送
付
し
ま
す
。

手
元
に
届
い
た
ら
、
記
載
内
容
の

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
一
部
負
担
金
の
割
合
に
つ
い
て

　

老
人
保
健
医
療
受
給
者
証
や
国

民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
の
一

部
負
担
金
の
割
合
は
、
前
年
の
所

得
や
世
帯
構
成
の
変
化
に
よ
っ
て

変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

老
人
保
健
医
療
受
給
者
証
・
国
民

健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
の
更
新

　

現
在
、
有
効
期
限
が
７
月
31
日
と
な
っ
て
い
る
福
祉
医
療
費
受
給
券
・

助
成
券
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
７
月
中
に
更
新
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。 福老精福精

老

福
祉
医
療
費
受
給
券〔
桃
色
〕

福
祉
医
療
費
受
給
券（
老
人
）〔
白
色
〕

重
度
心
身
障
害
老
人
等
福
祉
助
成
券〔
桃
色
〕

精
神
科
通
院
医
療
費
受
給
券〔
水
色
〕

精
神
科
通
院
医
療
費
助
成
券〔
水
色
〕

更

■
問
い
合
わ
せ
先

○
保
険
年
金
課〔
東
庁
舎
〕

�
71
◦
２
３
２
４

○
市
民
生
活
課〔
西
庁
舎
〕

�
77
◦
７
０
１
５

新
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
！

　

県
の
所
得
制
度
に
よ
る
非
該
当
者
に
対
し
て
、
市
の
事
業
に
よ

り
助
成
し
ま
す
。

●
改
正
時
期　

平
成
19
年
10
月
１
日
か
ら

乳
幼
児
福
祉
医
療
費
助
成
制
度

の
所
得
制
度
が
な
く
な
り
ま
す
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国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

　

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理

由
で
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難

な
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険

料
の
納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

①
申
請
免
除

　

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前

年
所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
場

合
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
保

険
料
の
全
額
ま
た
は
一
部
が
免
除

さ
れ
ま
す
。
承
認
期
間
は
、
原
則

７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で
で
す
。

②
若
年
者
納
付
猶
予

　

30
歳
未
満
で
、
本
人
と
配
偶
者

の
前
年
所
得
が
一
定
基
準
以
下
の

場
合
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と

保
険
料
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
承
認

期
間
は
原
則
７
月
か
ら
翌
年
６
月

ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
年
度
の
途

中
で
30
歳
に
到
達
す
る
人
は
誕
生

日
の
前
月
ま
で
で
す
。

③
学
生
納
付
特
例

　

学
生
で
、
本
人
の
前
年
所
得
が

一
定
基
準
以
下
の
場
合
、
申
請
し

て
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。
承
認
期
間
は
原
則
４

月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
で
す
。

　

平
成
18
年
度
に
、
①
の「
申
請

免
除
」に
よ
る
全
額
免
除
ま
た
は

③
の「
若
年
者
納
付
猶
予
」
の
承

認
を
受
け
た
人
で
、
平
成
18
年
度

の
申
請
時
に
お
い
て
平
成
19
年
度

以
降
も
引
き
続
き
全
額
免
除
ま
た

は
若
年
者
納
付
猶
予
を
希
望
し
た

人
は
、申
請
手
続
き
は
不
要
で
す
。

※
退
職
や
被
災
な
ど
特
別
の
事
情

に
よ
り
承
認
さ
れ
た
場
合
を
除

き
ま
す
。
ま
た
、
世
帯
構
成
な

ど
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
改

め
て
申
請
手
続
き
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

手
続
き
に
は
、
年
金
手
帳
、
印

鑑
を
持
っ
て
、
保
険
年
金
課（
東

庁
舎
）ま
た
は
市
民
生
活
課（
西
庁

舎
）へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
平
成
18
年
３
月
31
日
以
降
に
失

業
し
た
人
は「
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
」
ま
た
は「
雇
用
保

険
被
保
険
者
離
職
票
」の
写
し

が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

○
保
険
年
金
課〔
東
庁
舎
〕

　
�
71
◦
２
３
２
４

草
津
社
会
保
険
事
務
所

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
の
電

話
番
号
が
変
更
に
な
り
ま
す
！

　

社
会
保
険
庁
で
は
、「
ね
ん
き

ん
ダ
イ
ヤ
ル
」を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
７
月
17
日（
火
）か
ら
電
話

番
号
が
次
の
と
お
り
と
な
り
、
Ｉ

Ｐ
電
話
や
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
も
利
用
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
年
金
を
受
給
し
て
い
る

人
か
ら
の
専
用
の
電
話
番
号「
�

０
５
７
０
◦
０
７
◦
１
１
６
５
」

は
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

・
年
金
相
談
全
般
の
電
話
番
号

　

�
０
５
７
０
◦
05
◦
１
１
６
５

（
全
国
共
通
電
話
番
号
）

　

�
03
◦
６
７
０
０
◦
１
１
６
５

（
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
の

電
話
番
号
）

年
金
相
談
を
予
約
制
で
実

施
し
て
い
ま
す

　

予
約
専
用
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
希
望
日
の
１
か
月
前

か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
。な
お
、

予
約
相
談
窓
口
に
は
限
り
が
あ

り
、
混
雑
時
に
は
相
談
日
時
を
調

整
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
。

〔
予
約
専
用
電
話
〕

　
�
０
７
７
◦
５
６
７
◦
１
３
８
３

■
受
付
時
間　

午
前
8
時
30
分
～

午
後
5
時
15
分（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）

※
こ
の
電
話
で
は
予
約
以
外
の
用

件
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

年
金
相
談
の
時
間
延
長
を

行
っ
て
い
ま
す

　

平
日
は
受
付
時
間
を
午
後
7
時

ま
で
延
長
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
の
休
日
の
年
金
相
談
は
７

月
14
日（
土
）で
す
。

・
受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

■
問
い
合
わ
せ
先

○
国
民
年
金
保
険
料
に
関
す
る
こ
と

草
津
社
会
保
険
事
務
所
国
民
年

金
業
務
課

�
０
７
７
◦
５
６
７
◦
２
２
２
０

○�

年
金
給
付
、
年
金
相
談
に
関
す

る
こ
と

草
津
社
会
保
険
事
務
所
年
金
給

付
課

　
�
０
７
７
◦
５
６
７
◦
１
３
１
１

空調設備改修工事実施中
　石部文化総合センター（石部文化ホール・
石部図書館・石部公民館）では、７月末ま
で空調設備の大規模改修工事を行っていま
す。
　工事に伴って施設が一部利用できない場
合や、工事の騒音でご迷惑をおかけする場
合がありますが、ご理解とご協力をお願い
します。
　詳しくは各施設までお問い合わせくださ
い。

■問い合わせ先
　生涯学習課　�77◦6250
　石部公民館　�77◦6250
　石部図書館　�77◦6252

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

石部文化総合センター

ご迷惑をおかけします
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〔
重
点
項
目
〕　

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止

　

学
校
や
公
園
、
老
人
福
祉
施
設

な
ど
の
周
辺
を
通
行
す
る
と
き

や
、道
路
上
を
通
行
す
る
子
ど
も
、

高
齢
者
を
見
か
け
た
と
き
は
、
そ

の
行
動
に
十
分
気
を
配
り
、
必
要

に
応
じ
て
一
時
停
止
や
徐
行
し
、

進
路
を
譲
る
な
ど
、「
思
い
や
り
」

「
ゆ
ず
り
あ
い
」を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

飲
酒
、
暴
走
な
ど
悪
質
・

危
険
運
転
の
根
絶

　

飲
酒
運
転
や
暴
走
運
転
は
重
大

な
事
故
に
直
結
す
る
悪
質
で
危
険

な
運
転
で
す
。「
飲
ん
だ
ら
乗
ら

な
い
」「
乗
る
な
ら
飲
ま
な
い
」

を
厳
守
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
運

転
中
の
携
帯
電
話
の
使
用
、
カ
ー

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
画
面
注
視
は

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
正
し
い
着
用
の
徹
底

　

運
転
席
や
助
手
席
は
も
ち
ろ

ん
、
後
部
座
席
も
含
め
同
乗
者
全

員
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す
る

と
と
も
に
、
６
歳
未
満
の
子
ど
も

に
は
体
格
に
合
っ
た
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
を
着
用
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

安
心
安
全
課�

�
71
◦
2
3
2
5

123

　７月は、夏のレジャーによる交通が増加すること
が予想され、交通事故の発生する危険性が高まる時
期です。
　市内でも交通事故が発生しています。一人ひとり
の交通ルールの遵守、交通マナーの向上が求められ
ています。皆さんの協力をお願いします。

市内の事故発生状況 （平成19年5月末日現在）

人身事故
発生件数 負傷者数 死者数 物損事故

発生件数

5月の事故状況 33 43 0 180

前年対比 2 3 0 46

本年累計
（1 〜 5月 ） 157 190 3 964

前年対比 5 −4 0 −59

夏の交通安全県民運動
７月15日（日）～24日（火）

■
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
人

※
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
応
募
も
可

■
応
募
方
法　

7
月
31
日（
火
）ま

で（
必
着
）に
次
の
必
要
項
目

を
記
載
し
て
、
応
募
箱
に
投
函

す
る
か
、郵
送（
〒
5
2
0
|
3

２
２
３
夏
見
５
８
８
）、
F
A
X

（
72
◦
１
４
８
１
）、
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル（konan21@

city.ko
nan.shiga.jp

）で
。

　

応
募
箱
設
置
場
所
：
保
健
セ
ン

タ
ー
、
石
部
保
健
セ
ン
タ
ー
、

東
庁
舎
、
各
公
民
館（
中
央
と

石
部
は
除
く
）、
市
民
学
習
交

流
セ
ン
タ
ー
本
館

※
応
募
用
紙
は
、
応
募
箱
設
置
場

所
に
備
え
付
け
て
い
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
が
、
様
式

は
問
い
ま
せ
ん
。

《
必
要
項
目
》

・
健
康
標
語

・�

対
象
分
野（
た
ば
こ
、ア
ル
コ
ー

ル
、
生
活
習
慣
病
、
健
診
、
歯

の
健
康
、
栄
養
・
食
生
活
、
身

体
活
動
・
運
動
、
休
養
・
こ
こ

ろ
の
健
康
、
生
き
が
い
、
健
康

全
般
）

・
標
語
の
簡
単
な
説
明（
任
意
）

・�

氏
名（
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
グ

ル
ー
プ
名
と
代
表
者
名
）、
住

所
、
電
話
番
号
、
年
齢（
任
意
）

■
審
査　

健
康
こ
な
ん
21
・
食
育

推
進
計
画
策
定
委
員
会
内
の
選

考
委
員
会
に
よ
る
厳
正
な
審
査

に
よ
っ
て
各
分
野
１
点
を
採
用

し
、
感
謝
状
と
お
礼
の
品
を
贈

呈
し
ま
す
。

　
　

な
お
、
同
一
作
品
が
採
用
さ

れ
た
場
合
は
、
採
用
者
は
抽
選

に
よ
り
１
人
と
し
ま
す
。

■
発
表　

11
月
初
旬
に
本
人
あ
て

に
直
接
連
絡
す
る
ほ
か
、
広
報

こ
な
ん
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
発
表
し
ま
す
。

■
注
意
事
項

・�

応
募
作
品
は
応
募
者
に
よ
る
オ

リ
ジ
ナ
ル
未
発
表
作
品
に
限
り

ま
す
。

・�

応
募
さ
れ
た
作
品
に
関
す
る
著

作
権
お
よ
び
そ
の
他
一
切
の
知

的
財
産
権
は
湖
南
市
に
帰
属
し

ま
す
。

・�

応
募
者
の
個
別
の
選
考
結
果
や

選
出
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
な
ど

の
問
い
合
わ
せ
に
は
お
答
え
で

き
ま
せ
ん
。

・�

同
一
作
品
で
な
け
れ
ば
、
一
人

何
通
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

■�
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て（
利
用
範
囲
）

・�

採
用
の
お
知
ら
せ
と
お
礼
の
品

の
郵
送
先
と
し
て
使
用
し
ま

す
。

・�

本
人
の
了
承
が
得
ら
れ
た
場
合

の
み
、氏
名
、住
所（
番
地
除
く
）

を
公
開
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー�

72
◦
4
0
0
8

「
健
康
こ
な
ん
21
・
食
育
推
進
計
画
」

標
語
大
募
集

　

市
で
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送

る
こ
と
を
め
ざ
し
て
、「
健
康
こ
な
ん
21
・
食
育
推
進
計
画
」を
策
定
し
、

健
康
づ
く
り
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
運
動
を
効
果
的
に
展
開
す
る
た
め
に『
健
康
標
語
』を

募
集
し
ま
す
。
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
か
ら
健
康
の
た
め
に
気
を
つ
け
て
い

る
こ
と
、
健
康
の
た
め
に
行
っ
て
い
る
こ
と
、
あ
な
た
の
考
え
る
健
康

観
な
ど
を
、『
健
康
標
語
』と
し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

採
用
さ
れ
た『
健
康
標
語
』は
、広
報
こ
な
ん
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、「
健

康
こ
な
ん
21
・
食
育
推
進
計
画
」パ
ン
フ
レ
ッ
ト
へ
の
掲
載
な
ど
、
今
後

の
健
康
づ
く
り
活
動
に
お
い
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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健康　　知識豆健康　　知識豆

家庭でできる
食中毒予防チェックリスト

知っ
て得する

健康政策課 �72◦4008　保健福祉課 �77◦7008

　家庭でつくる料理に食中毒菌が
入りこまないようにするために
は、調理の次の６つのポイントで
チェックすることが大切です。

　　　　食品の購入
□肉、魚、野菜などは新鮮なものを購入する
□肉や魚などは、ほかの食品に水分が付着しないよ
うビニール袋で小分けにする
□冷蔵や冷凍が必要な食品は最後に買い、買い物が
終わったら寄り道せず、まっすぐ持ち帰る

　　　　家庭での保存
□冷凍や冷蔵保存の必要な食品は、帰宅後すぐに適
切な保存をする
□冷凍庫・冷蔵庫内の温度を冷蔵庫は10℃以下、冷
凍庫は－15℃以下に維持し、詰めすぎない（容量は
７割を目安に）
□肉や魚はビニール袋や容器に入れ、ほかの食品と
分ける
□食品を直接床に置かない

　　　　下準備
□肉や魚を切るときに使った包丁やまな板は、洗剤
と流水でよく洗い、熱湯消毒する（包丁やまな板は
肉用、魚用、野菜用とそれぞれに専用のものを決
めるとより安全）
□冷凍食品の解凍は、冷蔵庫や電子レンジを使い、
一度解凍した食品は再度冷凍しない

　　　　調理
□加熱調理をする食品は内部まで熱が通るように十
分加熱する（食品の中心部が75℃以上で1分以上の
加熱が目安）
□調理を中断するときは食品を放置せず、冷蔵庫に
保管し、再度調理する場合は、十分に加熱する

　　　　食事
□清潔な手指で、清潔な器具を使い、清潔な食器に
盛り付ける
□料理はすぐに食べ、食卓に長く放置しない
□温かくして食べる料理は温かいうちに、冷やして
食べる料理は冷たいうちに食べる（温かい料理は
65℃以上、冷たい料理は10℃以下を目安に）
□後から食べる人の分は密閉して冷蔵庫に保存する

　　　　後片付け
□残った食品はすぐ冷えるように底の浅い容器に小
分けして密閉し、冷蔵庫や冷凍庫に保存する
□食卓に長く置いていたものや、少しでも品質があ
やしいと思ったものは思い切って捨てる
□残った食品を温めなおすときは内部まで十分に加
熱する（75℃以上を目安に）

基本は各過程で手をしっかり洗うことです！

　
　

真
っ
白
な
コ
ー
ト
を
ク

　
　

リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
し
た
ら

色
が
く
す
ん
で
戻
っ
て
き
た
。

　

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
ト
ラ
ブ
ル

に
は
、
紛
失
・
変
色
・
風
合
い

の
変
化
・
し
み
・
伸
縮
・
破
損

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
ト
ラ
ブ

ル
の
中
に
は
店
側
だ
け
の
責
任

と
は
い
え
な
い
も
の
も
あ
り
ま

す
。

　

例
え
ば
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で

は
取
り
き
れ
な
い
汚
れ
や
し
み

で
あ
る
場
合
や
、
消
費
者
の
保

管
方
法
に
問
題
が
あ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
性
の
高
い
衣
料
に
は
新
素
材

や
多
種
類
の
素
材
が
組
み
合
わ

さ
れ
て
い
て
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が

困
難
な
も
の
や
全
く
で
き
な
い

も
の
も
あ
り
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル

の
防
止
は
表
示
を
確
認
し
て
購

入
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま

す
。

　

次
に
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
に

出
す
と
き
に
は
、
ポ
ケ
ッ
ト
の

中
や
し
み
の
有
無
を
確
認
し
、

高
価
な
ボ
タ
ン
は
取
り
外
し
ま

す
。
預
り
証
も
忘
れ
ず
受
け
取

り
ま
し
ょ
う
。
処
理
方
法
が
気

に
な
る
と
き
は
積
極
的
に
尋
ね

て
く
だ
さ
い
。
店
舗
を
選
ぶ
と

き
に
は
S
マ
ー
ク
や
L
D
マ
ー

ク
が
掲
示
し
て
あ
る

店
を
選
ぶ
と
よ
い
で

し
ょ
う
。
こ
れ
ら
の

マ
ー
ク
の
あ
る
店
は

預
か
っ
た
品
に
損
傷

を
与
え
た
場
合
、
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
事
故
賠

償
基
準
に
基
づ
い
て
対
処
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

紛
失
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の

大
半
は
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
が

仕
上
が
り
品
を
受
け
渡
す
際
の

誤
配
が
原
因
だ
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
引
き
取
り
の
際
に
は
そ

の
場
で
点
数
と
と
も
に
色
や
汚

れ
、
し
み
の
落
ち
具
合
、
付
属

品
な
ど
の
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

時
間
が
経
つ
と
原
因
の
特
定
が

困
難
に
な
る
ば
か
り
か
、
預
け

て
か
ら
1
年
間
引
き
取
り
に
行

か
な
か
っ
た
場
合
や
、引
き
取
っ

て
か
ら
6
か
月
間
経
過
し
た
場

合
は
業
者
の
賠
償
責
任
が
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
引
き
取
っ
た
品
は

ポ
リ
袋
か
ら
出
し
風
通
し
の
よ

い
日
陰
に
干
し
て
か
ら
保
管
し

ま
し
ょ
う
。

　

シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
り
お
気
に

入
り
の
衣
類
を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

に
出
し
た
人
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
も
う
一
度
確
認
し
、
ト
ラ

ブ
ル
の
回
避
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

相談

■問い合わせ先　安心安全課消費生活相談窓口〔東庁舎〕  �71◦2360

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
ト
ラ
ブ
ル

消費者
悩みの相談室

S
マ
ー
ク

L
D
マ
ー
ク

POINT 1

POINT 2

POINT 3

POINT 4

POINT 5

POINT 6
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青少年か
らの

湖南市青少年育成市民会議

大切な仲間とともに道を行く
　未来は何が起こるかわからない。それは誰にもわ
からない。ひとりはさみしく不安になることがある
かもしれないけれど、仲間といっしょに笑いながら
進んでいこう。

日枝中学校 ２年〔作成当時〕　植西　悠里圭

「夢」
「大切なもの」

テーマ

　

昨
年
中
に
検
挙
補
導
し
た
少
年
は
、
前

年
に
比
べ
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
逮
捕
少
年
は
増
加
し
て
お
り
、

依
然
と
し
て
憂
慮
す
べ
き
状
態
に
あ
り
ま

す
。
児
童
虐
待
相
談
件
数
の
増
加
な
ど
問

題
を
抱
え
る
状
態
に
あ
る
子
ど
も
や
家
庭

へ
の
早
期
の
適
切
な
支
援
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
ま
で
は
、
初
発
型
非
行
の

中
心
課
題
で
あ
っ
た「
万
引
き
防
止
」
に

重
点
を
置
き
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
平
成
17
年
度
に
引
き
続
き
18
年

度
も
減
少
傾
向
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
は
、
青
少
年
の
補
導
で
最

も
多
く
挙
が
っ
て
い
る「
深
夜
は
い
か
い
」

に
活
動
の
力
点
を
置
き
取
り
組
み
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

�
77
◦
6
2
5
0

※�
初
発
型
非
行
…
動
機
・
手
口
が
比
較
的
単

純
な
初
期
的
段
階
の
非
行
。
万
引
き
、
オ
ー

ト
バ
イ
盗
、
占
有
離
脱
物
横
領
な
ど
。

※�

占
有
離
脱
物
横
領
…
人
の
手
を
離
れ
、
ま

だ
誰
に
も
属
し
て
い
な
い
物
を
不
法
に
自

分
の
物
に
し
て
し
ま
う
こ
と
。
放
置
自
転

車
の
乗
り
逃
げ
な
ど
。

「
青
少
年
の
非
行
問
題
に
取
り
組
む
強
調
月
間
」

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」強
調
月
間
で
す

平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年
初発型非行

刑法犯に占める割合

万引き
自転車盗

オートバイ盗
占有離脱物横領

1,408
940
119
208
141
75.1

1,455
874
139
176
266
76.0

1,338
790
146
114
288
76.2

989
479
159
112
239
72.0

864
438
145
89
192
69.5

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

75.1 76.0 76.2
72.0 69.5

75.1 76.0 76.2
72.0 69.5

少年非行のあらまし 平成18年ダイジェスト版
（滋賀県警察本部発行）から

　「あすくる」では、非行などの問題を抱
え、自分の居場所もなく悩み苦しんでいる
子どもたちが、自分自身を見つめ直し健や
かに成長していくための支援を行っていま
す。この名前には、子どもたちを支援する
ことによって、子どもたちに明るい明日が
来るように、という願いが込められていま
す。具体的な事業としては

●街頭巡回活動　●相談活動
●広報啓発活動　●無職少年支援活動
●環境浄化活動　●立ち直り支援活動
を行っています。

少年センター・あすくる湖南

学校・学業
8%

金品乱費・持ち出し
4%

家出
2%

盗難・窃盗
4%

その他
4%

虐待
4%

いじめ
4%

心身障害
2%

性
4%
家庭
6% 就職・仕事

36%不登校
22%

平成18年度　相談件数
①電話相談　延べ192件
②来所相談　延べ140件
③訪問相談　延べ 49件【相談内容の内訳】

7
月
は

子どもは社会を映す鏡

　子どもは、大人のしぐさや行動をよく
見ています。わたしたちが周りの大人を
見ながら育ってきたように、子どもたち
はわたしたち大人を見ながら、日々成長
しています。

　大人が変われば
子どもも変わる　

　“子どもの話をじっくりと聴く”“子ど
もの良いところはほめ、悪いところは注
意する”
　さあ、できることから始めましょう。

ふれあいと対話が築く明るい社会
湖南市実施委員会

　「社会を明るくする運動」は、すべての人が、犯罪や非行の
防止と罪を犯した人たちの更生について理解を深め、それぞ
れの立場で力を合わせ、犯罪や非行のない明るい社会を築こ
うとする全国的な運動です。
　市でも、7月1日から31日までの１か月間を強調月間として、
この運動を地域においてさまざまな形で活発に展開します。
　ひまわりは、犯罪や非行のない明るい社会を願ったこの運
動のシンボルマークです。

  　　　　　　　　　�77◦7053
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市内での相談件数 18年度 17年度
合　　　　　　計 85件 49件

種　
　
別

身 体 的 虐 待 11件 12件
性 的 虐 待 1件 2件
ネ グ レ ク ト 53件 29件
心 理 的 虐 待 20件 6件

　市には、警察や弁護士、専門家、県と市の関係
課などで組織した湖南市要保護児童対策地域協議
会があり、児童虐待などの防止や早期発見、養
育者への支援対策を図っています。通告や相談が
あったときは、実態の把握と調査、情報収集など
個別に対応を検討していきます。

　子どもたちが健やかに育つためにあってはならない児童虐待。しかし、
幼い命が奪われる痛ましい事件が後を絶ちません。
　児童虐待は、親などの保護者によって子どもに加えられる次のような行
為をいい、いくつかが重なったり、繰り返し行われるのが特徴です。

　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ先　家庭児童相談室（子育て支援課内）〔東庁舎〕　�71◦2390 

ま
わ
り
が
気
づ
か
ず
に

誰
が
こ
の
子
を

虐
待
か
ら
救
え
る
で
し
ょ
う
。 　せっかんや暴力で命

に関わるようなけがを
させる、殴る蹴るの暴
力を加えるなど

　虐待は子どもの心身に大変深刻な
影響を及ぼします。また、虐待を受
ける期間が長くなるほど、子どもの
心身への影響は深刻になると言われ
ています。

　身体を触る、わい
せつな写真やビデオ
を撮るなどの性的い
たずらや、性的な暴
力など

ネグレクト
　世話をせず放置す
る、食事を与えない、
入浴させない、病気
でも医者に診せない、
登校させない、車や
家に閉じ込めほった
らかしにするなど

心理的虐待
　言葉の暴力、無視、
兄弟姉妹間での極端
な差別扱い、態度や
しぐさで子どもに不
安や恐怖感を与える
など

性的虐待
身体的虐待

見逃さないで！ 児童虐待

　児童福祉法や児童虐待の防止等に関す
る法律で、だれでも最寄りの福祉事務所
や子ども家庭相談センターへ「通告」し
なければならないと定められています。
� 《虐待通告の義務》

　子どもの虐待の通告義務は、教職員・
保育士・医師などの守秘義務よりも優先
されます。また、子どもの福祉に関係の
深い人は、特に虐待の早期発見に努めな
ければならないとされています。

《子どもを守ることが最優先》

　虐待だと疑ったらすぐ連絡してくださ
い。匿名でもかまいません。

《迷わず連絡》

　たとえ間違っていても、情報の提供者
が責められることはありません。通告し
た人のプライバシーは守られます。
� 《情報源は秘密》

1

2

3

4

虐待ではと思ったら…

子どもを虐待から守る
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■時
じ

間
かん

　午
ご

後
ご

７時
じ

30分
ぷん

～９時
じ

★�手
しゅ

話
わ

通
つう

訳
やく

・託
たく

児
じ

サービスあり。申
もう

し込
こ

みはそれ
ぞれ各

かく

講
こう

座
ざ

開
かい

催
さい

日
び

の１週
しゅう

間
かん

前
まえ

までに。
★参

さん

加
か

申
もう

し込
こ

みは不
ふ

要
よう

です。各
かく

回
かい

とも単
たん

独
どく

で受
じゅ

講
こう

していただいても分
わ

かりやすい
　内

ない

容
よう

になっています。
■申

もう

し込
こ

み・問
と

い合
あ

わせ先
さき

　人
じん

権
けん

教
きょう

育
いく

課
か

〔西
にし

庁
ちょう

舎
しゃ

〕
　�77◦7036　�77◦4101

2007

～毎
ま い

月
つ き

第
だ い

3 木
も く

曜
よ う

日
び

は「人
じ ん

権
け ん

啓
け い

発
は つ

講
こ う

座
ざ

の日
ひ

」～

①７月
が つ

19日
に ち

（木
も く

）
　共

きょう

同
ど う

福
ふ く

祉
し

施
し

設
せ つ

（サンライフ甲
こ う

西
せ い

）
「一

ひ と

人
り

ひとりの子
こ

どもの力
ちから

を信
し ん

じて」
～子

こ

どもの権
け ん

利
り

を守
ま も

るためにできること～
久

く

保
ぼ

宏
ひ ろ

子
こ

さん（県
けん

東
ひがし

近
おう

江
み

子
こ

ども家
か

庭
てい

相
そう

談
だん

室
しつ

家
か

庭
てい

相
そう

談
だん

員
いん

）

　子
こ

ども虐
ぎゃく

待
たい

、いじめをはじめとして、さまざ
まな子

こ

どもの権
けん

利
り

侵
しん

害
がい

が社
しゃ

会
かい

問
もん

題
だい

化
か

していま
す。日

ひ

々
び

の相
そう

談
だん

の現
げん

場
ば

で傷
きず

ついた子
こ

どもたちに
出
で

会
あ

って感
かん

じたこととは？
　子

こ

どもの権
けん

利
り

を守
まも

るために、ＣＡＰ（子
こ

ども
への暴

ぼう

力
りょく

防
ぼう

止
し

）の子
こ

どもの大
たい

切
せつ

な３つの権
けん

利
り

「安
あん

心
しん

・自
じ

信
しん

・自
じ

由
ゆう

」を手
て

がかりに子
こ

どもの人
じん

権
けん

を考
かんが

えます。

人じ
ん

権け
ん

教き
ょ
う

育い
く

課か

所し
ょ

蔵ぞ
う

人じ

ん

権け

ん

啓け

い

発は

つ

ビ
デ
オ
紹し

ょ
う

介か

い

Part3

※８月
がつ

のみ第
だい

４木
もく

曜
よう

日
び

です。

②８月
が つ

23日
に ち

（木
も く

）　
　石

い し

部
べ

文
ぶ ん

化
か

総
そ う

合
こ う

センター
「多

た

文
ぶ ん

化
か

共
きょう

生
せ い

社
し ゃ

会
か い

について」
河

は

炳
びょん

俊
じゅん

さん（近
おう

江
み

渡
と

来
らい

人
じん

倶
く

楽
ら

部
ぶ

代
だい

表
ひょう

）

　いまだ残
のこ

る在
ざい

日
にち

コリアンへの根
こん

拠
きょ

のない民
みん

族
ぞく

的
てき

偏
へん

見
けん

や差
さ

別
べつ

。少
しょう

数
すう

派
は

として社
しゃ

会
かい

で暮
く

らしてき
たからこそ見

み

えるもの、気
き

づいたことは何
なに

か？
　大

おお

津
つ

市
し

で活
かつ

動
どう

している河
は

炳
びょん

俊
じゅん

さんに、渡
と

来
らい

人
じん

歴
れき

史
し

館
かん

を設
せつ

立
りつ

したきっかけなどについて話
はなし

を聞
き

き、多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

について考
かんが

えます。

13分
ぷん

　

人じ
ん

権け
ん

に
関か

ん

す
る
ビ
デ
オ
の
貸か

し

出だ
し

を
行

お
こ
な

っ
て
い
ま
す
。

学が
く
し
ゅ
う
か
い

習
会
・
研け

ん
し
ゅ
う
か
い

修
会
な
ど
で
ご
活か

つ

用よ
う

く
だ
さ
い
。

み
ん
な
い
ち
ば
ん
！（
ア
ニ
メ
）

　

い
い
と
こ
見み

つ
け
た
あ
の
子こ

も　

こ
の
子こ

も

　

み
ん
な
き
ら
き
ら　

ひ
か
っ
て
る（
テ
ー
マ
曲
き
ょ
くよ
り
）

　

子こ

ど
も
た
ち
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
経け

い

験け
ん

を
通と

お

し
成せ

い

長ち
ょ
う
し
て
い
く
過か

程て
い

で
、
つ
ま
ず
き
、
自じ

信し
ん

を
失う

し
な

う

こ
と
も
あ
り
、
友と

も

達だ
ち

を
う
ら
や
む
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
一ひ

と

人り

ひ
と
り
は
違ち

が

っ
て
い
て
も
、
み

ん
な
素す

晴ば

ら
し
い
と
こ
ろ
を
持も

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
作さ

く

品ひ
ん

は
、
友と

も

だ
ち
の
い
い
と
こ
ろ
を
認み

と

め
、

自じ

分ぶ
ん

の
い
い
と
こ
ろ
を
見み

つ
け
る
こ
と
の
素す

晴ば

ら

し
さ
を
伝つ

た

え
ま
す
。
そ
れ
が
、
自じ

分ぶ
ん

も
大た

い

切せ
つ

、
相あ

い

手て

も
大た

い

切せ
つ

と
い
う
人じ

ん

権け
ん

感か
ん

覚か
く

を
身み

に
つ
け
る
こ
と

に
つ
な
が
る
と
考か

ん
が

え
ま
す
。

老お

い
を
生い

き
る

〜
今き

ょ
う日
も
何ど

こ処
か
で
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

の
サ
イ
ン
が
！
〜

　

明あ

日す

は
わ
が
身み

か
も
知し

れ
な
い
認に

ん

知ち

症し
ょ
う
の
問も

ん

題だ
い

と
、
不ふ

幸こ
う

に
も
家か

族ぞ
く

か
ら
受う

け
る
虐

ぎ
ゃ
く

待た
い

。
現げ

ん

代だ
い

社し
ゃ

会か
い

を
描え

が

く
人じ

ん

権け
ん

教き
ょ
う

育い
く

啓け
い

発は
つ

ド
ラ
マ
。

　

誰だ
れ

も
が
通と

お

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
老お

い
の
問も

ん

題だ
い

を
自じ

分ぶ
ん

の
こ
と
と
し
て
と
ら
え
、
日に

ち

常じ
ょ
う

生せ
い

活か
つ

の
中な

か

で
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

に
対た

い

す
る
優や

さ

し
さ
や
思お

も

い
や
り
の
心こ

こ
ろ

が

態た
い

度ど

や
行こ

う

動ど
う

に
表あ

ら
わ

れ
る
よ
う
な
人じ

ん

権け
ん

感か
ん

覚か
く

を
身み

に

つ
け
る
内な

い

容よ
う

で
す
。

35分
ふん

わたしがはじめる人
じ ん

権
け ん

教
きょう

育
い く
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5 2 0 3 2 8 8
料金受取人払

甲西局
承　認

差出有効期間
平成19年７月
31日まで

16

切手をはらずに
お出しください

湖
南
市
役
所

谷
　

畑
　

英
　

吾
行

（
受
取
人
）

湖
南
市
長

キ
　

リ
　

ト
　

リ

キ
　

リ
　

ト
　

リ

の
り
し
ろ（
B
）

の
り
し
ろ（
B
）

※回答させていただくにあたり、必ずご記入
　ください。

住
　
　
　

所

氏
　

名

〒

（差出人）

　「市長への手紙」は、開かれた市政、市民参
加型の市政を推進するため、市民だれもが市長
に対し提言できる制度です。
　「自分が市長だったら湖南市をこんなまちにし
よう」とか、「こんな制度があったらいいな」、
また「これはどうなっているの」とふだんの生活
のなかで思ったことはありませんか。あなたの貴
重な「声」をお寄せください。

○お寄せいただいた意見や提案などは、市長お
よび関係部局が読み、可能な限り今後の施策
に反映するとともに、市政運営の参考にしま
す。
○住所・氏名が記入されたものについては、本
人あてに回答書を郵送します。
○内容によっては複数課の所管にわたる場合も
あるので、回答までに時間がかかることがあり
ます。
○お寄せいただいた内容は、「広報こなん」や
ホームページに掲載させていただく場合があり
ます。あらかじめご了承ください。

締切は７月31日（火）です。

あなたの意見を市政に！

を

しています
お待ち

情報政策課　　71　2300　■問い合わせ先
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キ
　

リ
　

ト
　

リ

キ
　

リ
　

ト
　

リ

キ
　

リ
　

ト
　

リ

〒

住
　
　
　

所

氏
　
　

名

〒

※FAXの場合は必ず上記にご記入ください。

の
り
し
ろ（
A
）

の
り
し
ろ（
A
）

のりしろ（A）

8

※略図が必要なときは、  この下に記入してください。

方　法

右の用紙を切り離し、  次のとおり封筒を作って
ください。

①郵送

この面をそのまま送信してください。
　

②FAX

　市ホームページにはインターネット「市長へ
の手紙」のコーナーを設けています。
　こちらは、いつでも受け付けています。

ホームページアドレス
http://www.city.konan.shiga.jp/

〒

〒
の
り
し
ろ（
A
）

の
り
し
ろ（
B
）

の
り
し
ろ（
A
）

の
り
し
ろ（
A
）

のり
しろ（

A）

キ
リ
ト
リ
線
に
沿
っ
て
切
り

ま
す
。

の
り
し
ろ（
A
）に
の
り
を
つ

け
ま
す
。

ポ
ス
ト
へ
ご
投
函
く
だ
さ
い
。

中
央
で
折
り
、の
り
し
ろ（
A
）

と
の
り
し
ろ（
B
）を
は
り
合

わ
せ
ま
す
。

① ②

③ ④

　郵送、ＦＡＸいずれの方法による場合
も、住所、氏名、電話番号は必ずご記入
ください。

市長への手紙

◎いずれかに○印をつけてください。

内容の公表　　公表してもよい　・　公表しないでほしい

 

72　3390

年
　
　

齢

電
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小
林
豊
さ
ん
、
二
種
目
で
県
の
頂
点
に

　
　
　

●
水
泳
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
県
民
大
会

菜
の
花
で
う
み
の
こ
を
動
か
そ
う
！

　
　
　

●
三
雲
東
小
で
菜
種
の
刈
り
入
れ

思
川
に
蛍
が
舞
っ
た
！

　

●
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
岩
根
小
児
童
と　
　

地
元
有
志
の
取
り
組
み
が
実
る

　
「
あ
っ
、
あ
そ
こ
！
」「
ほ
ら
、
飛
ん
で
る
、
飛
ん
で

る
！
」「
き
れ
い
や
な
ぁ
！
」。

　

６
月
８
日
夜
、
岩
根
東
地
先
の
思
川
の
堤
防
の
あ
ち

こ
ち
で
、
暗
闇
に
浮
か
ぶ
黄
色
い
光
を
見
つ
け
た
子
ど

も
た
ち
の
喜
び
の
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

　

40
年
ほ
ど
前
ま
で
は
多
く
の
蛍
が
生
息
し
て
い
た
思

川
に
再
び
蛍
を
呼
び
戻
そ
う
と
、
湖
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
、
岩
根
小
の
児
童
、
そ
し
て
岩
根
東
区
の
有
志
「
蛍

を
飛
ば
そ
う
会
」
が
協
力
し
合
っ
て
取
り
組
み
、
３
年

目
の
今
年
、
よ
う
や
く
蛍
の
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
。

　

同
小
児
童
は
一
昨
年
か
ら
、
蛍
の
餌
と
な
る
カ
ワ
ニ

ナ
を
採
取
し
放
流
。
今
年
3
月
に
は
学
校
で
育
て
た
幼

虫
8
0
0
匹
を
放
流
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
有
志

は
先
進
地
で
飼
育
方
法
を
学
ぶ
な
ど
、
蛍
が
住
み
や
す

い
川
の
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
夕
方
か
ら
、
児
童
が
企
画
し
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
「
ほ
た
る
ま
つ
り
」
が
開

催
さ
れ
、
会
場
と
な
っ
た
岩
根
東
集
落
セ
ン
タ
ー
に
は

児
童
や
保
護
者
、
地
域
の
人
々
が
集
ま
り
、
模
擬
店
や

ク
イ
ズ
大
会
な
ど
の
催
し
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

6
月
12
日
、
三
雲
東
小
学
校
で
4
年
生
41

人
が
慣
れ
な
い
草
刈
り
が
ま
の
扱
い
に
悪
戦

苦
闘
し
な
が
ら
、
菜
の
花
の
刈
り
入
れ
を
行

い
ま
し
た
。

　

菜
の
花
か
ら
採
取
し
た
菜
種
油
の
廃
油
を

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
化
し
て
環
境
学

習
船
う
み
の
こ
を

動
か
そ
う
と
い
う

「
菜
の
花
で
う
み

の
こ
を
動
か
そ
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
参
加
し
て
い
る

同
小
。
地
元
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
協
力

を
得
て
、
ふ
れ
あ

い
農
園
で
菜
の
花

の
栽
培
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
一
昨
年
は

80
㎏
を
越
す
収
穫
量
が
あ
り
、
県
内
小
学
校

の
な
か
で
も
屈
指
の
収
穫
量
を
誇
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
日
収
穫
し
た
菜
の
花
は
、
ひ
と
月
ほ

ど
乾
燥
さ
せ
た
あ
と
脱
穀
し
、
7
月
に
県
立

び
わ
湖
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
へ
送
ら

れ
ま
す
。

情報政策課（�71◦2300）まで
あなたの周りの身近な出来事や話題をお待ちしています。
このコーナーはまちの話題や活動などを紹介しています

　

6
月
10
日
、

草
津
市
の
県

立
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
た

ね
ん
り
ん
ピ

ッ
ク
び
わ
こ
・
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
県
民

大
会（
2
0
0
7
マ
ス
タ
ー
ズ
水
泳
大

会
）に
、
小
林
豊
さ
ん（
大
谷
）が
出
場

し
、
65
歳
～
69
歳
の
25
ｍ
自
由
形
と

同
バ
タ
フ
ラ
イ
の
2
種
目
で
優
勝
に

輝
き
ま
し
た
。

　

小
林
さ
ん
は
7
年
前
の
定
年
退
職

を
機
に
水
泳
を
始
め
ま
し
た
。
当
初

は
健
康
維
持
を
目
的
と
し
て
い
ま
し

た
が
、
水
泳
ク
ラ
ブ
の
仲
間
と
練
習

す
る
う
ち
記
録
を
伸
ば
し
、
競
技
に

も
挑
戦
。
今
回
の
優
勝
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。

　

い
つ
で
も
一
人
で
も
で
き
、
あ
ま

り
費
用
も
か
か
ら
な
い
の
が
水
泳
の

魅
力
だ
と
い
う
小
林
さ
ん
。
月
に
20

日
は
プ
ー
ル
へ
出
か
け
て
泳
い
で
い

る
と
の
こ
と
で
す
。
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■
市
民
サ
ッ
カ
ー
大
会

日
時　

７
月
１
日（
日
）・
８
日

（
日
）

午
前
９
時
～

会
場　

野
洲
川
親
水
公
園
ほ
か

■
地
区
対
抗
＆
卓
球
グ
ラ
ン
プ
リ

日
時　

７
月
８
日（
日
）

午
前
９
時
～

会
場　

総
合
体
育
館

■
湖
南
市
春
季
剣
道
大
会

日
時　

７
月
８
日（
日
）

午
前
８
時
30
分
～

会
場　

雨
山
体
育
館

■�

第
１
回
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

カ
ー
ニ
バ
ル

日
時　

７
月
15
日（
日
）

午
前
９
時
～

会
場　

総
合
体
育
館

7
月
・
8
月
の
予
定■日時　７月21日（土）  午後７時～９時

■会場　総合体育館
■�種目　卓球、バドミントン、パドルテ
ニス、バスケットボール、キンボール
など
問生涯学習課〔石部文化総合センター〕

�77◦7045

みんなで運動する日

無料
開放

毎月第3土曜日

　ビニールボールでするバレーボー
ルです。一人からでも参加できます。
■日時　７～９月の毎週水曜日
　午後７時～９時45分
■会場　総合体育館
問湖南市体育協会〔総合体育館内〕
　�71◦3316
　ビーチボール部代表・山中
　�75◦0002

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
教
室

■�

湖
南
市
夏
季
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
交

流
会

日
時　

７
月
29
日（
日
）

午
前
９
時
～

会
場　

総
合
体
育
館

〔A級の部優勝 デビルス〕

湖
南
市
春
季
軟
式
野
球
大
会

４
月
８
日
～
５
月
13
日　

市
民
グ

ラ
ウ
ン
ド
ほ
か

【
Ａ
級
の
部
】

〈
優　

勝
〉　

デ
ビ
ル
ス

〈
準
優
勝
〉　

維
新

　

最
優
秀
選
手
賞　

澤
田　

薫

（
デ
ビ
ル
ス
）

　

打
撃
賞　

山
下　

賢
二

（
デ
ビ
ル
ス
）

　

敢
闘
賞　

山
本　

隆
亮（
維
新
）

【
Ｂ
級
の
部
】

〈
優　

勝
〉　

ギ
ャ
ン
ブ
ラ
ー
ズ

〈
準
優
勝
〉　

葵

※�

最
優
秀
選
手
賞
、
打
撃
賞
、
敢
闘

賞
は
該
当
者
な
し

湖
南
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
春

季
大
会

５
月
12
日　

野
洲
川
親
水
公
園
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

【
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
】

〈
優　

勝
〉　

加
藤　

輝
子

〈
準
優
勝
〉　

長
谷　

き
み
江

〈
第
３
位
〉　

立
津　

昭
源

【
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
】

〈
優　

勝
〉　

加
藤　

幸
三
郎

〈
準
優
勝
〉　

能
勢　

陽
子

〈
第
３
位
〉　

林　

ヒ
サ

ス
ポ
ー
ツ
結
果

【
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
】

〈
優　

勝
〉　

内
林　

次
男

〈
準
優
勝
〉　

余
頃　

閣
弘

〈
第
３
位
〉　

前
田　

茂

〔B級の部優勝 ギャンブラーズ〕

夏季ゴルフ大会および
レディース・ゴルフコンペ
■日時　７月18日（水）
　 午前９時～
■会場　近江カントリー倶楽部
■参加費　1,000円
■申込期限　７月５日（木）

ジュニア・ゴルフスクール
■日時　８月２日（木）　午前９時～
■会場　トードーゴルフセンター
■対象者　小・中学生
※初心者、未経験者歓迎
■定　員　30人
■参加費　1,000円
■申込期限　７月28日（土）　

湖南市ゴルフ協会
〔甲賀カントリー倶楽部内〕

�72◦1221
近江カントリー倶楽部

�74◦0121
トードーゴルフセンター

�74◦1910

申し込み・問い合わせ先

問
湖
南
市
体
育
協
会〔
総
合
体
育

館
内
〕�

�
71
◦
3
3
0
6

★�太極拳の体験もできます。

第
13
回
日
本
シ
ニ
ア
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
フ
ァ
イ
ナ
ル
滋

賀
・
湖
南
大
会
お
よ
び
第

12
回
日
本
ハ
イ
シ
ニ
ア
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
滋
賀
・
湖
南

大
会

日
時　

８
月
25
日（
土
）～
27

日（
月
） 

午
前
９
時
～

会
場　

野
洲
川
親
水
公
園

  
ほ
か
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第
３
回
春
季
市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会

５
月
20
日　

野
洲
川
親
水
公
園

〈
優　

勝
〉　

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ　

〈
準
優
勝
〉　

近
江
台

第
３
回
湖
南
市
民
春
季
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会

５
月
26
日　

野
洲
川
親
水
公
園
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場

〈
優　

勝
〉　

妙
感
寺

〈
準
優
勝
〉　

湖
南
ク
ラ
ブ　

〈
第
３
位
〉　

イ
ワ
タ
ニ
Ａ　

春
季
市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

（
ダ
ブ
ル
ス
）

５
月
27
日　

野
洲
川
グ
ラ
ウ
ン
ド

テ
ニ
ス
場

【
男
子
の
部
】

〈
優　

勝
〉　

浜
口
・
和
田
組

〈
準
優
勝
〉　

山
口
・
西
村
組

〈
第
３
位
〉　

夏
山
・
安
田
組

〈
第
３
位
〉　

薮
内
・
浜
口
組

【
女
子
の
部
】

〈
優　

勝
〉　

伊
地
智
・
中
村
組

〈
準
優
勝
〉　

林
・
古
津
組

〈
第
３
位
〉　

渡
邉
・
山
下
組

〈
第
３
位
〉　

藤
谷
・
望
月
組

湖
南
市
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会（
県

体
選
考
会
）お
よ
び
春
季
ゴ
ル
フ

大
会

５
月
29
日　

甲
賀
カ
ン
ト
リ
ー
倶

楽
部

選
手
権
大
会

【
男
子
の
部
】

〈
優　

勝
〉　

陽
岡　

義
文

〈
準
優
勝
〉　

藤
井　

貴
士

〈
第
３
位
〉　

西
垣
戸　

篤

【
女
子
の
部
】

〈
優　

勝
〉　

森
下　

礼
子

春
季
大
会

【
男
子
の
部
】

〈
優　

勝
〉　

木
村　

庄
次

〈
準
優
勝
〉　

小
田　

純
一

〈
第
３
位
〉　

奥
村　

善
彦

【
女
子
の
部
】

〈
優　

勝
〉　

中
村　

信
子 

〈
準
優
勝
〉　

蔀　

メ
イ
子

〈
第
３
位
〉　

豊
川　

精
香

《
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
》

　

男
子　
　

巴　

義
美　

　

女
子　
　

蔀　

メ
イ
子

市
長
杯
争
奪
卓
球
大
会

６
月
３
日　

総
合
体
育
館

【
中
学
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

〈
優　

勝
〉　

中
村　

新　

〈
準
優
勝
〉　

竹
嵜　

悠
貴

【
中
学
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

〈
優　

勝
〉　

林　

紅

〈
準
優
勝
〉　

大
原　

綾
佳

【
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

〈
優　

勝
〉　

渡
邉　

康
二

〈
準
優
勝
〉　

泉　

と
し
お

【
一
般
女
子
・
40
歳
以
上
女
子

シ
ン
グ
ル
ス
】

〈
優　

勝
〉　

浅
井　

桂
子

〈
準
優
勝
〉　

上
田　

良
子

【
50
歳
以
上
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

〈
優　

勝
〉　

山
下　

秀
文

〈
準
優
勝
〉　

竹
内　

利
光

【
男
子
エ
ン
ジ
ョ
イ
シ
ン
グ
ル
ス
】

〈
優　

勝
〉　

古
谷　

定
男

〈
準
優
勝
〉　

東
出　

健
汰

【
女
子
エ
ン
ジ
ョ
イ
シ
ン
グ
ル
ス
】

〈
優　

勝
〉　

三
野　

紘
子

〈
準
優
勝
〉　

塚
本　

真
弥

※
エ
ン
ジ
ョ
イ
は
初
級
者
ク
ラ
ス

【
中
学
男
子
ダ
ブ
ル
ス
】

〈
優　

勝
〉　

中
村
・
和
田
組

〈
準
優
勝
〉　

千
代
・
杉
本
組

【
中
学
女
子
ダ
ブ
ル
ス
】

〈
優　

勝
〉　

林
・
福
田
組

〈
準
優
勝
〉　

瀬
古
・
大
原
組

【
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス
】

〈
優　

勝
〉　

横
山
・
坂
口
組

〈
準
優
勝
〉　

竹
内
・
泉
組

【
一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス
】

〈
優　

勝
〉　

朝
倉
・
朝
倉
組

〈
準
優
勝
〉　

中
村
・
田
中
組

選手権大会春季大会
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市
で
は
、
高
等
学
校
、
高
等
専

門
学
校
、
大
学
、
専
修
学
校
お
よ

び
各
種
学
校
の
う
ち
、
市
奨
学
資

金
給
付
条
例
施
行
規
則
に
定
め
る

学
校
に
在
学
す
る
人
に
対
し
て
、

修
学
に
か
か
る
経
済
的
負
担
を
軽

減
し
、
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る

有
為
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
奨
学
資
金
を
給
付

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
奨
学
資
金
の
受
給

が
決
定
し
た
人
は
、
課
題
レ
ポ
ー

ト
の
提
出
や
、
研
修
会
な
ど
へ
の

参
加
が
必
要
で
す
。

■
受
給
資
格

・�

平
成
19
年
7
月
17
日
現
在
、
就

学
者
ま
た
は
そ
の
保
護
者
が
本

市
に
1
年
以
上
住
所
を
有
す
る

こ
と

・�

就
学
者
が
属
す
る
世
帯
の
平
成

18
年
分
所
得（
給
与
は
給
与
所

得
控
除
後
の
額
）の
合
計
が
世

帯
所
得
基
準
額
以
下
で
あ
る
こ

と
・�

向
学
心
が
あ
り
、
修
学
が
確
実

で
あ
る
こ
と

※
生
活
保
護
受
給
世
帯
は
保
護
費

と
の
関
係
で
一
部
制
限
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
申
請
方
法　

7
月
17
日（
火
）ま

で（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
）に
必
要
書
類
を
直
接
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
用
紙
は
生
涯
学
習
課
、
各

公
民
館
、
市
民
学
習
交
流
セ
ン

タ
ー
本
館
、
各
会
館
、
東
庁
舎

1
階
総
合
案
内
、
市
民
生
活
課

（
西
庁
舎
）に
備
え
付
け
て
い
る

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
申
請
前
に
必
ず
世
帯
所
得
基
準

額
を
計
算
し
、
受
給
資
格
の
有

無
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
書
類
に
不
備
が
あ
る
と
受
け
付

け
で
き
ま
せ
ん
。
申
請
前
に
必

ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課〔
石
部
文
化
総
合

セ
ン
タ
ー
〕�

�
77
◦
6
2
5
0

【奨学資金の種類と額】
公立・国立大学法
人・独立行政法人 私　　立

高等学校
等奨学金

奨 学 金 月額 5,000円 月額 9,000円

通 学 費
公共交通機関の利用にかかる通学経
費（年額）の３分の１（千円未満切り
捨て）（上限：12,000円）

大学等奨
学金

奨 学 金 月額 15,000円 月額 30,000円
入学支度金 50,000円 100,000円

湖南市奨学資金給付制度
申請は1

7日

までに !!

■参加資格
・踊りの部　5人以上の団体
・仮装の部　3人以上の団体
※一団体でどちらか一部門しか参加でき
ません
■賞金  １位　６万円、２位　４万円、
　３位　２万円
■審査対象　踊りの技術、衣装、仮装、
パフォーマンス
■応募方法　７月31日（火）までに応募用
紙を問へ（FAX 可）。
問湖南市夏まつり実行委員会（商工観光課
内）〔東庁舎〕

　�71◦2331　�72◦7964

　今年も湖南市夏まつりで江州音頭（盆踊
り）コンテストを行います。「踊りの部」と
「仮装の部」の二部門の１～３位のチーム
にそれぞれ賞金を贈呈します。ほかにも
各賞・参加賞を用意しています。ふるっ
てご参加ください。

第3回 湖南市夏まつり

8月4日（土）

湖南市夏まつり　８月4日（土）開催

江州音頭（盆踊り）コンテスト参加申込書
参加希望部門

どちらかに○
踊りの部　　・　　仮装の部

ふりがな

チーム名

ふりがな

代表者名

代表者
連絡先

電　　話 　　　　　　　　　F　A　X

住　　所 〒

メールアドレス

参加人数           　　　　人

キリトリ

キ
リ
ト
リ

湖南市夏まつり実行委員会あて　�72◦7964

場所　野洲川親水公園

江州音頭（盆踊り）
コンテスト参加者募集
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◎譲ります
●�甲西高校男子カッターシャツ
　（半袖・Ｌサイズ・新品）　
●ベビーカー（紺色）　●ログ風犬小屋
●乳児用ベッド（小型持ち運び式）
●テレビ台（14～ 20インチ用 ）
●漬物おけ・漬物石（プラスチック製）

◎譲ってください
●子ども用自転車（女児用18インチ）
●ベビーカー（双子用）
※�交換の交渉は、譲りたい人と譲ってほしい人
の間で直接行っていただきます。その際、連
絡先の電話番号を相手方にお伝えすることに
なりますのでご了承ください。
問環境課〔東庁舎〕　�71◦2358

　リサイクルプラザは、燃えないごみを処理す
る施設です。燃えるごみ、家電リサイクル４品
目、家庭用パソコンなどお預かりできないもの
があります。「保存版ごみの分け方出し方マニュ
アル」で必ず確認してください。

交　換　銀　行

湖南市リサイクルプラザ
�75◦3933　�75◦3904

今
月
の
納
税
な
ど

･
固
定
資
産
税（
第
２
期
）

･
保
育
料

･
介
護
保
険
料

･
住
宅
使
用
料

･
上
水
道
使
用
料

･
下
水
道
使
用
料

　

納
期
限
は
７
月
31
日（
火
）で

す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

納
税
な
ど
は

　
　

”口
座
振
替
“で
！

　

預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き

落
と
さ
れ
る
口
座
振
替
は
、
毎
月

の
納
め
忘
れ
が
な
く
、
手
間
も
省

け
ま
す
。

　

通
帳
と
届
出
印
を
持
っ
て
、
取

扱
金
融
機
関
、
郵
便
局
の
窓
口
で

手
続
き
を
行
う
と
、
翌
月
以
降
か

ら
口
座
振
替
に
な
り
ま
す
。

問
税
務
課〔
東
庁
舎
〕

�
71
◦
2
3
2
0

平
和
祈
念
の
つ
ど
い

■
日
時　

８
月
４
日（
土
）

　

午
前
10
時
〜

■
場
所　

共
同
福
祉
施
設（
サ
ン

ラ
イ
フ
甲
西
）

　

詳
し
く
は
、「
広
報
こ
な
ん
」

8
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
社
会
福
祉
課〔
東
庁
舎
〕

�
71
◦
２
３
２
７

�
72
◦
３
７
８
８

戦
没
者
遺
族
へ
慰
霊
品
を

贈
呈
し
ま
す

　

市
で
は
毎
年
、
戦
没
者
の
慰
霊

と
平
和
へ
の
願
い
を
込
め
て
、
戦

没
者
遺
族
へ「
慰
霊
品
」
を
贈
呈

し
て
い
ま
す
。

　

過
去
の
戦
争
に
よ
り
戦
没
し
た

人
の
遺
族
で
、
本
市
に
転
入
す
る

な
ど
し
て
今
ま
で
に
慰
霊
品
の
配

布
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、
７
月

17
日（
火
）ま
で
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問
社
会
福
祉
課〔
東
庁
舎
〕

�
71
◦
２
３
２
７

�
72
◦
３
７
８
８

介
護
相
談
員
募
集

　

市
で
は
、
利
用
者
か
ら
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
不
満
や
要
望

を
聴
き
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者

や
行
政
な
ど
の
機
関
へ
つ
な
ぐ
第

三
者
的
立
場
と
な
る
介
護
相
談
員

を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格　

市
内
在
住
で
次
の

い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人

①
8
月
か
ら
大
津
市
な
ど
の
会
場

で
行
わ
れ
る
養
成
講
座（
受
講

料
無
料
）に
す
べ
て
出
席
で
き

る
人

②
受
講
終
了
後
、
介
護
相
談
員
と

し
て
毎
月
4
日
程
度
、
市
内
で

活
動
で
き
る
人

■
募
集
人
数　

3
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
レ
ポ
ー

ト
の
内
容
に
よ
り
決
定
し
ま

す
。

■
任
期　

2
年
間

■
応
募
方
法

　

7
月
17
日（
火
）ま
で
に「
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
期
待
す
る
こ

と
」を
8
0
0
字
程
度
に
ま
と
め

た
レ
ポ
ー
ト
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
郵
送

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
。

問
高
齢
福
祉
介
護
課〔
東
庁
舎
〕

（
〒
５
２
０
|

３
２
８
８
住
所

記
載
不
要
）�

�
71
◦
４
６
５
２

kaigo@city.konan.shiga.jp
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情
報
あ
ら
か
る
と

■印…休所日
□印…粗大ごみ戸別収集日
※粗大ごみ戸別収集の申し込みは、収集日の前の
週の金曜日までに電話でリサイクルプラザへ。
※搬入（持ち込み）の受付は、開所日の午前９時か
ら午後４時です。

問：問い合わせ先　 ：E メールアドレス

７月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31
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問：問い合わせ先

嘱
託
職
員
募
集

■
職
種
・
採
用
人
数

　

青
少
年
指
導
員　

１
人

■
応
募
資
格

○
平
成
19
年
４
月
１
日
現
在
で
64

歳
以
下
の
人

○
子
ど
も
育
成
・
人
権
・
福
祉
な

ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
経

験
が
１
年
程
度
あ
る
人

○
普
通
運
転
免
許
取
得
者

■
勤
務
条
件

○
雇
用
期
間

　

平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で

○
勤
務
時
間

　

月
～
金
曜
日
の
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分

○
勤
務
場
所　

市
内
会
館

○
賃
金（
月
額
）　

12
万
７
千
円

○
通
勤
手
当　
「
湖
南
市
臨
時
職

員
及
び
嘱
託
職
員
の
任
用
等

に
関
す
る
要
綱
」の
規
定
に
基

づ
い
て
支
給
し
ま
す
。

○
業
務
内
容　

青
少
年
の
育
成
指

導
に
関
す
る
業
務

■
採
用
方
法　

面
接
試
験

■
試
験
日
時　

７
月
13
日（
金
）

　

午
前
９
時
〜

■
試
験
会
場　

市
役
所
東
庁
舎

■
応
募
方
法　

７
月
10
日（
火
）の

午
後
５
時
15
分
ま
で
に
申
込

書
を
問
へ
。

※
申
込
書
は
総
務
課
に
あ
り
ま

す
。

※
履
歴
書
は
面
接
時
に
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

問
総
務
課〔
東
庁
舎
〕

�
71
◦
2
3
1
2

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

に
係
る
固
定
資
産
税
の
減
額

措
置
が
創
設
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
19
年
4
月
1
日
か
ら
平
成

22
年
3
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
条

件
を
満
た
す
住
宅
に
お
い
て
一
定

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
が
行
わ
れ

た
場
合
、
1
0
0
㎡
分
ま
で
を
限

度
と
し
て
翌
年
度
分
の
み
固
定
資

産
税
額
が
3
分
の
1
に
減
額
さ
れ

ま
す
。

『
条
件
を
満
た
す
住
宅
』と
は
？

　

平
成
19
年
1
月
1
日
に
存
在
し

て
い
る
住
宅
で
、
次
の
い
ず
れ
か

の
人
が
居
住
し
て
い
る
こ
と

・
65
歳
以
上
の
人

・�

要
介
護
か
要
支
援
の
認
定
を
受

け
て
い
る
人

・
障
が
い
者

『
一
定
』
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

工
事
と
は
？

　

廊
下
の
拡
幅
、
階
段
の
勾
配
の

緩
和
、
浴
室
・
ト
イ
レ
の
改
良
、

手
す
り
の
設
置
、
屋
内
の
段
差
の

解
消
、
ド
ア
の
引
き
戸
へ
の
取
り

替
え
、
床
材
の
滑
り
止
め
化
の
い

ず
れ
か
に
該
当
し
、
補
助
金
や
給

付
な
ど
を
除
く
工
事
費
の
合
計
金

額
が
30
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と

■
申
請
方
法

　

工
事
終
了
後
3
か
月
以
内
に
、

次
の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

①
申
請
書（
税
務
課
に
備
え
付
け

て
い
ま
す
）

②
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
に
要
し
た

金
額
が
確
認
で
き
る
領
収
書

③
工
事
明
細
書
の
写
し
、
ま
た
は

建
築
士
・
登
録
性
能
評
価
機

関
な
ど
に
よ
る
証
明

④
改
修
箇
所
の
図
面
、
工
事
写
真

（
改
修
前
と
改
修
後
）

⑤
補
助
金
な
ど
の
明
細
書

⑥
居
住
者
が
該
当
要
件
を
満
た
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
資

料
問
税
務
課〔
東
庁
舎
〕

�
71
◦
2
3
2
1

「
滋
賀
県
労
働
相
談
所
」を

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

夕
方
や
土
・
日
曜
日
も

相
談
で
き
ま
す

　

県
で
は
、労
働
者
や
事
業
主
が
、

労
働
に
関
す
る
悩
み
ご
と
に
つ
い

て
相
談
で
き
る
よ
う
、「
滋
賀
県

労
働
相
談
所
」を
設
置
し
て
い
ま

す
。

　

平
日
の
昼
間
は
も
ち
ろ
ん
、
夕

方
や
土
・
日
曜
日
も
相
談
を
受
け

付
け
る
体
制
を
と
っ
て
い
る
ほ

か
、
よ
り
気
軽
に
相
談
で
き
る

よ
う
、
通
話
料
無
料
の「
労
働
相

談
ダ
イ
ア
ル
」も
設
置
し
て
い
ま

す
。
県
内
か
ら
で
あ
れ
ば
、
携
帯

電
話
か
ら
も
利
用
可
能
で
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
面
談
時
間

○
月
～
金
曜
日

　

午
前
10
時
～
午
後
8
時

（
祝
日
の
場
合
は
午
後
5
時
～

8
時
）

○
土
・
日
曜
日

　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

労
働
相
談
ダ
イ
ア
ル

�
０
１
２
０
◦
９
６
７
１
６
４

○
月
～
金
曜
日

　

午
前
10
時
～
午
後
8
時

（
祝
日
の
場
合
は
午
後
5
時
～

8
時
）

○
土
・
日
曜
日

　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

問
滋
賀
県
労
働
相
談
所（
草
津
市

大
路
一
丁
目
1
|

1
エ
ル
テ
ィ

9く

3さ

2つ　

３
階
）

�
・
�
0
7
7
◦
5
6
4
◦
2
0
3
0

弁護士無料法律相談
一人で悩んでいませんか？
悩むよりまず相談してください

　抱えている問題を自分だけで解決し
ようとしたり、いつまでも放っておい
たりするとますます複雑になり、解決
が困難になります。できるだけ早く弁
護士に相談してください。相談時間は
１人30 分で、相談は無料です。
■日時　８月８日（水） 午後1時～ 4時
■場所　共同福祉施設（サンライフ甲西）
■定員　６人（先着順）
■�申込方法　７月13日（金）以降の午前
８時30分から午後５時15分まで（土・
日曜日、祝日を除く）に
　下記へ（電話不可）。
問住民総合相談窓口
　〔東庁舎１階〕
　�71◦2360
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問：問い合わせ先　 ：ホームページアドレス

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
甲
賀
第
4

団
隊
員
募
集

　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
は
、
野
外
活

動
を
通
じ
て
技
能
を
体
得
し
、
自

立
心
・
豊
か
な
心
・
耐
え
る
力
が

身
に
つ
く
よ
う
一
貫
し
た
教
育
方

針
の
も
と
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者　

旧
甲
西
町
域
在
住
の

人
。
女
性
も
入
団
で
き
ま
す
。

■
募
集
内
容

・�

ビ
ー
バ
ー
隊（
5
歳
～
小
学
1

年
生
）

・�

カ
ブ
隊（
小
学
2
年
生
～
4
年

生
）

・�

ボ
ー
イ
隊（
小
学
5
年
生
～
中

学
2
年
生
）

・�

ベ
ン
チ
ャ
ー
隊（
中
学
3
年
生

以
上
）

・
リ
ー
ダ
ー
（
18
歳
以
上
）

・�

シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー（
60
歳
以
上
。

経
験
は
不
問
）

■
申
込
方
法　

7
月
６
日（
金
）ま

で
に
申
込
書
を
問
へ
。

※
申
込
書
は
中
央
公
民
館
に
備
え

付
け
て
い
ま
す
。

※
申
込
者
を
対
象
に
説
明
会
を
7

月
7
日（
土
）午
前
10
時
か
ら

中
央
公
民
館
で
行
い
ま
す
。

問
中
央
公
民
館

�
72
◦
３
７
６
２

障
が
い
児
ホ
リ
デ
ー
ス
ク
ー

ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

プ
ー
ル
、
お
や
つ
作
り
、
ゲ
ー

ム
、
お
出
か
け
な
ど
楽
し
い
計
画

が
い
っ
ぱ
い
！
子
ど
も
た
ち
と
夏

休
み
を
一
緒
に
過
ご
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

■
募
集
期
間

　

夏
休
み
期
間
中
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
7
月
13
日

（
金
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
一
日
だ
け
の
参
加
も
可
能
で

す
。

■
日
程

　

夏
休
み
中
の
20
日
程
度

■
場
所

　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど

問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

�
・
�
72
◦
１
５
２
３

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ふ
れ

あ
い�

�
77
◦
６
０
０
１

�
77
◦
６
０
０
６

あ
っ
た
か
ほ
ー
む
い
し
べ
宿

夏
休
み
学
童
募
集

■
期
間　

7
月
21
日（
土
）～
9
月

2
日（
日
） 

午
前
9
時
～
午
後

6
時（
時
間
は
相
談
に
応
じ
ま

す
）

※
8
月
14
日（
火
）～
16
日（
木
）は

休
み
ま
す
。

■
利
用
料
金

◎
期
間
中
1
日
8
時
間
利
用

・
小
学
1
年
生
～
3
年
生

3
万
5
0
0
円

・
小
学
4
年
生
～
中
学
3
年
生

2
万
1
千
9
5
0
円

　
（
お
や
つ
代
2
千
円
を
含
む
）

※
一
日
8
時
間
以
上
利
用
す
る
場

合
は
、
1
時
間
に
つ
き
3
0
0

円
の
加
算
と
な
り
ま
す

◎
1
日
の
利
用
料
金（
利
用
時
間

に
よ
り
別
途
お
や
つ
代
必
要
）

・
小
学
1
年
生
～
3
年
生

　

4
時
間�

1
千
円

　

8
時
間�

1
千
5
0
0
円

・
小
学
4
年
生
～
中
学
3
年
生

　

4
時
間�

8
0
0
円

　

8
時
間�
1
千
2
0
0
円

■
申
込
期
限　

7
月
13
日（
金
）

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ワ
イ
ワ
イ
あ
ぼ
し

ク
ラ
ブ
あ
っ
た
か
ほ
ー
む
い

し
べ
宿（
担
当
：
大
野
）

�
・
�
77
◦
6
7
2
3

社
会
福
祉
協
議
会

会
費
納
入
の
お
願
い

　

湖
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

社
会
福
祉
法
に
よ
り
設
立
さ
れ
た

社
会
福
祉
法
人
で
す
。
住
民
福
祉

の
充
実
を
図
る
た
め
に
市
内
の
世

帯
と
法
人
を
会
員
と
し
、
会
費
や

善
意
に
よ
る
寄
付
金
、
市
や
県
か

ら
の
補
助
金
な
ど
を
主
な
収
入
源

と
し
て
、
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
月
、
市
内
に
お
住

ま
い
の
皆
さ
ん
に
会
費
の
納
入
を

お
願
い
し
ま
す
。
趣
旨
を
ご
理
解

の
う
え
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
会
費（
年
会
費
）

　

一
般
会
費　
　
　
　

８
０
０
円

　

法
人
会
費　
　
　

一
口
３
千
円

問
湖
南
市
社
会
福
祉
協
議
会

�
72
◦
４
１
０
２

■日時　7月21日（土）
■場所　大津駐屯地（大津市際川1−1−1）
問自衛隊滋賀地方協力本部 草津地域事務所
　�077◦563◦8205
　 http://www.mod.go.jp/pco/shiga/

募集種目 受験資格
（H20.4.1現在） 受付期間 試験日

航空学生
（パイロット）

高卒（見込み含
む）で21歳未満
の人

8月1日（水）
～ 9月7日（金）

〔1次〕 9月22日（土）
〔2次〕10月13日（土）
　　　　～ 18日（木）
〔3次〕11月11日（日）
　　～ 12月 7日（金）

一般曹候補生

18歳以上27歳
未満の人

8月1日（水）
～ 9月7日（金）

〔1次〕 9月17日（月）
〔2次〕10月 5日（金）
　　　　～ 12日（金）

２等陸・海・空士
（任期制隊員）

8月1日（水）
～ 9月7日（金）
〔男子は9月22
日（土）まで〕

男子： 9月23日（日）
　　または25日（火）
女子： 9月24日（月）

自衛官募集
　防衛省・自衛隊では、次の募集と受験説明会を行います。

《受験説明会》
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問：問い合わせ先
　女性センター

持ち込みパソコン講座
　ワードの使い方を習得しません
か。
■�日時　９月４日・11日・18日・
25日、10月2日・9日・16日（す
べて火曜日）〔全７回〕

　午前９時30分～ 11時30分
■�対象　市内在住または在勤の女
性

■定員　10人（先着順）
■持ち物　ノートパソコン
■受講料　1,000円
※�別途、テキスト代1,000円が必
要です。
※�申し込み後の受講料などの返却
はできません。

■講師　宿谷正子さん
■申込方法　電話で問へ。
問商工観光課〔東庁舎〕
　�71◦2332

�75◦8190

　市民学習交流センター
（サンヒルズ甲西）

“樂遊・フォト CAME”
コラボ展
　市内で活動している写真サーク
ルの作品約50点を展示します。
■期間　７月６日（金）～25日（水）
　午前９時～午後10時
※日曜日と祝日は午後５時まで

企画展示

� 77 ◦ 2535

　石部南公民館

パソコン初心者向け相談
（パソコンよろず工房）
　エクセル、ワードからシステムの
相談まで、Ｉ

ア イ

・Ｉ
ア イ

ランドめーる編集
スタッフが相談に応じます。
■日時　毎週月曜日
　午前９時30分～ 11時30分
※16日は休みです。
※事前に申し込みが必要です。その
際に相談内容をお知らせくださ
い。

医療事務講座
　医療事務の資格を取得して、就
職の幅を広げてみませんか。
■�日時　９月１日・８日・15日・22
日・29日、10月６日・13日・20日・
27日、11月10日（すべて土曜日）
〔全10回〕 午前10時～午後４時
■�対象　市内在住または在勤の女
性
■定員　20人（先着順）
■受講料　3,000円
※�別途、テキスト代18,000円が必
要です。
■講師　日本医療事務センター
※�受講後の受講料の返却はできま
せん。
■申込方法　電話で問へ。
※�有料託児サービスがあります。
詳しくはお問い合わせください。
問商工観光課〔東庁舎〕
　�71◦2332

　　石部文化ホール
♪ 第8回 いしべ音楽祭 ♪

レインボーストーン
コンサート

　音楽三昧の一日にしたいと思い
ます。ジャンル、年齢は問いません。
たくさんの応募をお待ちしていま
す。
■日時　８月26日（日）
　午前10時開演
■場所　石部文化ホールロビー
■持ち時間　約20分
■申込方法　７月13日（金）までに
申込書とデモ（カセットテープ
またはＭＤ）を甲西文化ホールま
たは生涯学習課 ( 石部文化総合
センター）へ。
※申込書は甲西文化ホールと生涯
学習課に備え付けています。
※楽器の準備、搬入、搬出は各グ
ループでしてください。
※応募多数の場合は抽選で決定し
ます。
問石部文化ホール自主事業実行委
員会“いべっく”（山田）

　�090◦1899◦3719

　　勤労青少年ホーム
持ち込みパソコン講座
　エクセルの使い方を習得しませ
んか。
■日時　９月３日（月）・６日（木）・
13日（木）・20日（木）・27日
（木）、10月１日（月）・４日（木）・
11日（木）・18日（木）・25日（木）
〔全10回〕 午後７時～９時
■対象　市内在住または在勤の35
歳以下の人
※定員に満たない場合は、36歳以
上の人でも受講できますのでご
相談ください。
■定員　10人（先着順）
■持ち物　ノートパソコン
■受講料　1,000円
※別途、テキスト代1,000円が必
要です。
※申し込み後の受講料などの返却
はできません。
■講師　宿谷正子さん
■申込方法　７月25日（水）までに
電話で問へ。
問商工観光課〔東庁舎〕
　�71◦2332

SUN サン マーケット
出店者募集！！
　エコライフを勧める場としてフ
リーマーケットを開催します。屋
内で冷房完備です。天候に左右さ
れることはありません。
■日時　７月22日（日）
　午前10時～午後３時
■募集区画　35区画（先着順）
■出店料　一区画1,500円
※一区画は2.5m×2.5m
■申込方法　７月13日（金）までに
「出店希望」、住所・氏名・電話
番号を来館またははがき、FAX
で。
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� 77 ◦ 6250

　石部公民館

初心者パソコン教室
　個人学習で進めるので自分のペー
スで学べます。
■日時　毎月第２・第４水曜日
　午後７時～９時
■受講料　無料
※テキストを希望する場合はテキス
ト代が必要です。
■講師　湖南まなびすとスタッフ
※申込不要。直接会場へお越しくだ
さい。

問：問い合わせ先　　

　
まなびすと講座
　生涯学習ボランティアの会「湖
南まなびすと」が、生涯学習有志
指導者「きらりスト」を講師に迎え
て講座をプロデュースします。

おとうさんのパンづくり講座
　パンづくりにチャレンジしませ
んか。いろいろなパンを作って、
あつあつできたてをみんなで試食
します。一回でも参加できます。
■�日時　７月24日（火）、８月21日
（火）、９月18日（火）
　午前10時～正午
■場所　柑子袋公民館
■�対象　市内在住または在勤の男
性（定員に達しない場合は女性
も受け付けます）
■�定員　20人（先着順）
■�持ち物
　新しい軍手（２足）、タオル
※�動きやすい服装でお越しくださ
い（エプロン不要）。
■�材料費
　１回1,500円（当日徴収）
■�講師　高岸敏さん（きらりスト）

夏休み子どもクラフト講座
　夏休みの思い出にクラフト講座
はいかがですか。自然の木の実
や花を使って壁掛けを作ってみま
しょう。
■日時　７月26日（木）
　午前10時～正午
■�場所　市民学習交流センター（サ
ンヒルズ甲西）本館
■�対象　市内の小学４年生～６年
生
■�定員　20人（先着順）
■�持ち物　持ち帰り用の手提げ袋
■�材料費　300円
■�講師　
　上西千秋さん
　（きらりスト）

■�申込方法
　７月17日（火）までに電話で。
※�材料準備のため、申し込んだ人
は必ず出席してください。
問�生涯学習課〔石部文化総合セン
ター〕�77◦6250

　
天平の歴史ロマン講座
　天平の昔、聖武天皇は紫香楽宮
を遷都し大仏を造ろうとしました。
この仏都構想に深く関わっていた
良弁僧正（初代東大寺別当）が開い
た寺院が湖南市・甲賀市に集中し
ているのはなぜか。天平の華を咲
かせた良弁僧正と歴史の謎に迫る
講座です。
■日時　７月21日（土）　
　午後２時～ ３時30分
■場所　石部文化総合センター　
■定員　60人
■講師　佐々木進さん（栗東歴史
民俗博物館館長）
■申込方法　電話またはFAXで問
へ。
■主催　天平ロマンの観光まちお
こし実行委員会　
問県南部振興局地域振興課
　�077◦567◦5404
　�077◦564◦3934

� 77 ◦ 0041　� 77 ◦ 0040

　じゅらくの里「福祉パーク館」

キッズ広場
　自分で物を作ったり、遊んだりす
ることが好きな人、集まれ！みんな
で楽しく活動しましょう。
■対象　市内の小学生
※低学年は保護者同伴とします。
■活動日時　７月～平成20年２月
の毎月第２土曜日
　午前10時から２・３時間
○第１回　７月14日（土）
　開講式・囲碁ゲーム
　２回目からは、そば打ち・フォー
クダンス・おやつ作り・絵手紙・ク
リスマス会・もちつき大会などを予
定しています。

　東海道石部宿歴史民俗資料館
〔雨山文化運動公園内〕

　　　　妙感寺展
　木造十一面千手観音坐像（市指定
文化財）の解体修理の記録や「妙感
寺流れ」の関係資料、寺が所有する
大正期の寺院復興関係資料を展示し
ます。
■期間　７月29日（日）まで
　午前９時～午後４時30分（入館は
午後４時まで）
■休館日　毎週月曜日（ただし、７
月16日は開館、翌17日は休館）
■入館料　大人320円（260円）、小・
中学生160円（110円）
※（　）内は20人以上の団体料金
問生涯学習課〔石部文化総合セン
ター〕　�77◦6250

特集展示

■申込方法　申込用紙を午前８時
30分～午後５時（月曜日、祝日
の翌日を除く）に福祉パーク館へ
（FAX可）。
※申込用紙はじゅらくの里「福祉
パーク館」に備え付けています。

�72◦2133

　甲西文化ホール

ボランティアセンター
「紙ふうせん」「すみれ」
合同作品展
■期間　７月28日（土）
　～８月12日（日）
　折紙ボランティア「紙ふうせ
ん」。牛乳パックで小物やいすな
どをつくるリサイクルボランティ
ア「すみれ」。社会福祉センターで
活動している2つのサ
ークルのかわいらしく、
紙の持つ温かみのある
作品を展示します。

ギャラリー展示

入場
無料

参加費
無料
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問：問い合わせ先　 ：E メールアドレス
　

レイカディア大学
　高齢者が新しい知識と教養を身
につけ、地域のリーダーとなるた
めの生涯学習の場として開設して
いる「大学」です。

■学科　園芸、陶芸、生活科学、
スポーツレクリエーション、地
域文化
■定員　〈草津校〉120人
　〈米原校〉 80人
■修業期間　２年間（平成19年10
月～平成21年９月）
■入学資格　県内在住の60歳以上
75歳未満（昭和22年10月１日～
昭和７年９月30日生まれ）の人
■申込方法　７月19日（木）までに
入学願書を問へ。
※入学願書は高齢福祉介護課、保
健福祉課（石部保健センター）、
生涯学習課（石部文化総合セン
ター）、社会福祉協議会（社会福
祉センター）に備え付けているほ
か、びわこシニアネット（http://
www.e-biwako.jp/）からもダウ
ンロードできます。
問高齢福祉介護課〔東庁舎〕
　�71◦2356

　
はつらつ講座
　高齢期をいきいきと楽しく賢く
過ごすためのお手伝いに、健康や
介護予防の講座を開催します。同
年代の人との交流もできますので、
日ごろどこか出掛ける場を探して
いる人はぜひお越しください。
■日時　７月18日（水）
　午前10時～正午
■場所　菩提寺公民館
■対象　介護保険のサービスを利
用していない65歳以上の人
■参加費　100円（お茶代）
■内容　健康に関するミニ知識
　「身近な生活の中に取り込める
元気で長生きできるコツ」
※送迎が必要な場合は、ご相談く
ださい。
問高齢者支援センターぼだいじ
�74◦4093

　　
中学生・高校生の
ボランティア体験教室
　ひとり暮らし高齢者のための給
食サービスを体験してみませんか。
　永年活動を続けているボラン
ティアの人たちとのふれあいから、
学校では経験できない何かが得ら
れるかもしれません。
■日時・内容
○１日目（ケーキ作り）
　８月７日（火）
　午前10時～正午
○２日目（給食作り、配達）
　８月８日（水）
　午前８時30分～午後１時
■場所　社会福祉センター
■対象　二日とも参加できる人
■定員　20人（先着順）
問ボランティアセンター
　�・�72◦1523
　ボランティアセンターふれあい
　�77◦6001　�77◦6006

　　
夏休み！子どもたち集まれ！

「囲碁ゲームであそぼ！」
　ボランティアグループ「ホット
な碁空間」の皆さんに囲碁ゲーム
の楽しさを教えていただきます。
だれにでも分かる楽しいゲーム感
覚のとても簡単な囲碁です。お母
さん、お父さんも一緒にどうぞ。
■日時
○７月23日（月）
　「囲碁ゲームってなに？」
○８月20日（月）
　「囲碁ゲーム大会」
　午後１時30分～３時
■場所　ボランティアセンターふ
れあい
■対象　市内在住の人
■定員　15人（先着順）
問ボランティアセンター
　�・�72◦1523
　ボランティアセンターふれあい
　�77◦6001　�77◦6006

参加費
無料

　　

■�対象　市内在住または在学の中学生・高校生
■�定員　20人
■�申込方法　7月2日（月）～ 13日（金）に電話かＥメールで。
※参加人数により内容が変更になる場合があります。
問高齢福祉介護課〔東庁舎〕　�71◦4652
　 kaigo@city.konan.shiga.jp

受講料
無料

日時 場所 テーマ・内容

７月31日（火）
午前10時
～午後２時

市内のグルー
プホーム（認知
症共同生活介
護）

「認知症のある人とともにすごそう」
　散歩や調理などグループホーム内
の活動を体験します。

８月２日（木）
午前10時

～正午

社会福祉セン
ター２階大会議
室

「子どものくらし今と昔」
　市子育て支援課長の講話「湖南市の
子どもの育ちとさまざまな支援を知
ろう」を聴き、意見交換を行います。

８月６日（月）
午前9時30分

～正午

知的障害者通
所授産・更生施
設「ワークセン
ター・デイセン
ターバンバン」

「障がいのある人とともにいきいきと
働く」
　和紙づくり、パンづくり、箱折り
など施設内作業を体験します。

８月10日（金）
午前10時～
午後０時30分

保健センター
２階調理室

「クッキング教室（イタリアンで夏を
のりきろう）」
　食の重要性を考えながら楽しく調
理します（冷製トマトパスタ、カプ
チーノゼリーなど）。

中・高校生のための福祉講座
　この夏休み、地域のなかで健康や福祉などについて学んでみま
せんか。きっと新たな発見があると思います。

囲碁さろん（毎週月
曜日午後１時30分～
３時）も来てね！
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問：問い合わせ先　　 ：ホームページアドレス

　
さあ、はじめよう！びわこから！
ー見つめよう、命と自然の大切さー
第55回日本 PTA 全国研究
大会滋賀びわこ大会第５分
科会�テーマ「地域連携（安全）」
　子どもの安全と安心を守るため
の取り組みをどのように進めるか、
特にＰＴＡの果たすべき役割を地
域連携の視点から考えます。

■日時　８月24日（金）
　午前10時～午後４時
■�場所　忍の里プララ（甲賀市甲
南町）
■�内容　防犯アナリスト梅本正行
さんによる講演など
■�対象　分科会への参加は原則と
して PTA 会員のみですが、会
場での物産展は一般の人もご覧
になれます。
■�主催　日本 PTA 全国研究大会
滋賀びわこ大会甲賀ブロック実
行委員会
問�生涯学習課〔石部文化総合セン
ター〕　�77◦6250

　　
甲西高等学校開放講座
親子ふれあい剣道
　剣道の作法・所作など基本を親
と子で楽しみながら学べる内容で
す。初心者も大歓迎です。
■日時　９月８日・15日・29日、
10月13日、11月３日・10日・
17日（すべて土曜日）〔全７回〕
　午前９時30分～ 11時30分
■場所　甲西高校剣道場
■対象　県内在住の小・中学生と
その保護者
■定員　15組
※申込多数の場合は抽選
■参加費
・受講料　2,500円（保護者のみ）
・教材費　一人500円
■申込方法　７月20日（金）～８月
20日（月）に住所・氏名・年齢・
電話番号を往復はがきで。
問甲西高等学校学校開放講座事務
局（〒520-3231湖南市針１番地）
�72◦3611

　　
あざみ織教室
■日時　７月31日（火）～８月２日
（木）
■場所　もみじ寮・あざみ寮織物
工房
■対象　10歳～ 20歳の知的障が
いを持つ人（要付添人）
■定員　３人
■内容　むすび織
■受講料　3,000円
※別途、昼食代が必要です

●見学会を行います●
■日時　７月２日（月）・４日（水）
　午前10時～午後３時
問社会福祉法人大木会もみじ寮・
あざみ寮（担当：木内・国谷）　
�77◦2532　�77◦4437

　　
下田商工夏まつり
　商店街に幅200ｍの光の滝が出
現！花火ナイアガラの滝（午後９
時30分点火予定）

■日時　７月20日（金） 午後６時
※雨天の時は翌日に延期
■場所　下田商店街
■内容　
・お楽しみ夜市
・�「スキーといちごのまち」北海道
比布町からジンギスカン・いちご
ワインなどの試食・試飲・販売

■主催　下田商工夏まつり実行委
員会
問湖南市商工会　�72◦0038

　　
菩提寺優愛保育園モンチ
サマーフェスティバル
■日時　８月４日（土）
　午後４時～６時
■場所　園庭（雨の場合は園舎内）
■内容　園児発表、セ
ミプロによる大道
芸、バザー、模擬店、
ゲームコーナーなど
※子ども連れなら、ど
なたでも参加できま
す。保育、託児はで
きません。
※駐車場はありません。

●子育てサークル会員募集●
■対象　未就園の子どもと保護者
■内容　プール遊び、園庭開放、親
子遠足など
問菩提寺優愛保育園モンチ
　�74◦3220

　　　　
パソフレ講座
Word に少し強くなるシリーズ4
ワードアートで文字遊び
　カラフル文字を作って活用
◇８月１日（水）
◇対象　「Word 初級」講座を終了
した人、または同レベルの人
◇受講料　750円

ブログ
　今人気のブログを作り自分の情報
を発信しませんか。ホームページ作
成に比べ非常に簡単。インターネッ
トとパソコンに慣れる近道です。
◇�８月23日（木）・28日（火）・30
日（木）〔全３回〕

◇�対象　「Word 初級、インターネ
　ット」講座を終了した人、または
　同レベルの人
◇受講料　3,050円（資料代含む）

■�場所　市民学習交流センター（サ
ンヒルズ）本館

■時間　午後1時30分～ 4時30分
■�主催　（財）湖南市文化体育振興
事業団
※�パソコン持ち込み可。ただし、
WinVista、Office2007 には対
応していません。

※申し込みが必要です。
問ＮＰＯ法人パソフレ
　谷�75◦0063 鈴木�75◦5466
 http://www.pasofure.org./

　
シニアのための介護員〔2級課程〕養成講習会

期　間 場　所 申込期限
7月21日（土）～3月1日（土）
〔全20回〕・別に実習4回
午前9時～午後4時

アーバンホテル草津
（草津市） ７月12日（木）

7月30日（月）～ 11月19日（月）
〔全21回〕・別に実習4回
午前9時～午後4時

滋賀文化短期大学
（東近江市） ７月19日（木）

所、氏名（ふりがな）、生年月日、
電話番号を往復はがきで会場か問
へ。
問（社）滋賀県シルバー人材セン
ター連合会（〒520-0051大津市
梅林1-3-10）　
　�077◦525◦4128

■対象　介護員として就業する意志
がある県内在住の55歳から65歳
までの人
■定員　各30人
※申し込み多数の時は抽選
■申込方法　各申込期限まで（必
着）に講習名、希望開催場所、住

個別授業方式受付中
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７月の行事予定

甲
西
図
書
館

日 時　　間 内　　　　　　　　　　　　容

1日（日） 14：00～ 16：05
日曜シアター「インナースペース」 ’87　米　J・ダンテ監督。D・クエイドほ
か出演。人間が人間の体内に入り込んでしまったために巻き起こる奇想天外な
アドベンチャー（字幕）。

6日（金） 11：00～ 11：30
ちっちゃなかぜおはなしかい　グループ「ちっちゃなかぜ」による、おひざに
だっこのおはなしかい。絵本の読み聞かせや手遊びなど (乳幼児から入園前の
子どもと保護者向け）。

7日（土） 14：00～ 14：30 おはなしの森　図書館員による絵本の読み聞かせや紙芝居などの楽しいおはな
しの時間（幼児から小学生向け）。

8日（日） 14：00～ 16：00
図書館講座「夢の科学技術～最新科学事情」②宇宙のキャベツ畑～植物は宇宙基
地でも大事な生き物～（講師：村瀬治比古／大阪府立大学大学院生命環境科学
研究科教授）

14日（土） 19：00～ 20：00 第７回ライブラリー・コンサート「京都ベンチャーズ Jr. ☆夏ライブ」　
※詳しくは上をご覧ください。

15日（日） 14：00～ 16：00 図書館講座「夢の科学技術～最新科学事情」③遺伝子組み換え動物からマンモス
復活まで（講師：二上英樹／岐阜大学生命科学総合研究支援センター准教授）

21日（土） 14：30～ 15：30 ちっちゃなかぜおはなしかい　グループ「ちっちゃなかぜ」によるおはなしと絵
本の楽しい時間（前半は４歳以上の幼児向け、後半は小学生向け）。

22日（日） 14：00～ 15：30 夏休み子ども教室①「子どもふれあい陶芸教室」（小学３年生以上、要事前申し
込み）　※詳しくは、左ページをご覧ください。

28日（土） 14：00～ 16：35
親子映画会「ハリー・ポッターと賢者の石」 ’01　米　クリス・コロンバス監督。
ダニエル・ラドクリフほか出演。人気のハリー・ポッターシリーズの第一作（日
本語吹き替え）。

29日（日） 11：00～ 12：00 おにぎり村の人形劇　「すてきな　あまやどり」と「いいかんがえでしょ」の２
本立て

29日（日） 14：00～ 14：30 読みきかせキャラバンがやってくる！　JPIC 読書アドバイザーによる読み聞
かせの時間。

※�体の不自由な人は事前にお知らせください。席を用意します。
※路上駐車はおやめください。

　ベンチャーズの曲を得意とする男性
４人のバンド。バリアフリー音楽コン
サート活動法人であるNPO法人六

ム

絃
ゲン

のバンドとして、2004年から病院、養
護施設、福祉施設などでボランティア
演奏を行うなど京都を中心に活躍中。

場所　甲西図書館　　　　　　　　　
出演　京都ベンチャーズ J

ジュニア

r.
曲目　「ダイヤモンドヘッド」「パイプライン」
　　　「京都の恋」「川の流れのように」　ほか

石部図書館臨時休館のお知らせ

京都ベンチャーズ Jr. ☆夏ライブライブラリー
コンサート

第
7
回

　石部文化総合センターの空調設備改修工事に伴い、石部図書館は、7月12日（木）まで臨時休館し
ます。当初は７月31日まで休館の予定でしたが、工事日程が短縮される見込みとなりましたので、
13日（金）より平常通り開館します。休館中はご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願い
します。

７月14日（土） 
午後７時開演（午後６時30分開場）

入場
無料

〜 7月12日（木）までになりました〜

プロフィール

※午後８時終演予定ですが、若干延長することも
　あります。
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●は甲西図書館のみの休館日です。
■は石部図書館のみの休館日です。
●は両館の休館日です。
☆開館時間は、両図書館とも午前10時から
午後６時です。

☆本や行事についての問い合わせは開館時間
中に電話でもどうぞ。

○石部図書館
　　（石部中央一丁目2-3　�77◦6252）
○甲西図書館
　　（中央五丁目50　�72◦5550）

7月のカレンダー 移動図書館車「マツゾウくん」7月の巡回スケジュール
場　所 日 時　間

岩根東農業集落
センター前 4（水）

18（水）

14：00 〜 14：30

下 田 公 民 館 前 15：00 〜 15：30
中山生協集会所予定地 16：00 〜 16：30

北山台自治会館前 5（木）
19（木）16：30 〜 17：00

市立三雲公民館前 6（金）
20（金）

14：00 〜 14：30
妙感寺多目的集会所前 15：15 〜 15：45
菩提寺幼稚園前 11（水）13：55 〜 14：25
フレンドマート
第 2駐車場

11（水）
25（水）15：20 〜 15：50

サンヒルズ甲西
（本館）駐車場

13（金）14：00 〜 14：30
27（金）16：20 〜 16：50

場　所 日 時　間
岩 根 小 学 校 4（水）12：55 〜 13：35
石部南小学校 5（木）

19（木）
13：15 〜 13：55

阿 星 保 育 園 14：20 〜 14：40
石 部 小 学 校 5（木）14：55 〜 15：55
三 雲 小 学 校

6（金）
10：15 〜 10：35

三雲東小学校 12：55 〜 13：35

三 雲 保 育 園 6（金）
20（金）14：30 〜 14：50

菩 提 寺 小 学 校
11（水）

10：25 〜 10：45
菩提寺北小学校 12：55 〜 13：35
菩 提寺保育園 14：35 〜 14：55
下 田 小 学 校

13（金）
12：55 〜 13：35

水 戸 小 学 校 14：50 〜 15：50

　◦パソコンから（暗号化あり）…http://lib.edu-konan.jp
　◦携帯電話から（暗号化あり）…http://lib.edu-konan.jp/opw/IMD/IMDMAIN.CSP
　◦携帯電話から（暗号化なし）…http://lib.edu-konan.jp/i md/IMD/IMDMAIN.CSP

☆湖南市立図書館ホームページで、両図書館の蔵書を見ることができます。 インターネットや携帯
電話から両図書館で貸
出中の本と雑誌の最
新号を予約できます
（図書館で発行するパス
ワードが必要）。

※移動図書館車でも予約することができます。希望の本が見つからない場合は気
軽にお申し付けください。			 
※保育園と幼稚園、小学校は原則として７／ 20（金）から８／ 31（金）まで運休し
ます。			
※☆印の巡回日は、夏の暑い時間を避けて、上記の時間に巡回します。

東茂子写真展 [Vietnam]
～平和村の人々、そして子供たち～
７月８日（日）まで
※最終日は午後５時まで
　先天性障がいを持つ子ども
たちに対する医療ケアを行っ
ているベトナム・ツーズー病院
平和村の様子を収めた写真を
展示します。

☆

①「子どもふれあい陶芸教室」
　粘土でオリジナルのマグカップや鉛筆
立てなどを作ります。
■日時　７月22日（日） 
　午後２時～３時30分
■�講師　湖南市老人クラブ連合会陶芸部
部員

■対象　小学３年生〜６年生
■定員　25人
※�昨年この教室を受講した人は申し込みでき
ません。

②『貝の標本作り教室』
　貝の標本作りと鑑定を行います。珍しい
中国の貝についての話も聞けます。
■日時　８月26日（日） 
　午後２時～３時
■講師　久野紫朗さん（八幡小学校教諭）
■対象　小学生・中学生
■定員　30人

７月29日（日） 午後２時～２時30分
　京都と滋賀を回って絵本などの読み聞かせ
を行っているキャラバンが、昨年に引き続き
湖南市にもやってきます。（財）出版文化産業
振興財団（JPIC）の読書アドバイザーによる
おはなし会です。

展示コーナー 甲西図書館

夏休み子ども教室
参加
無料

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

夏休みの人形劇
　　　おにぎり村の人形劇
７月29日（日） 午前11時～正午
演目　「すてきな　あまやどり」
　　　「いいかんがえでしょ」

　　　人形館ぽー
８月25日（土） 午後２時～３時
演目　「そらまめくんのベッド」ほか

第１弾

第２弾

甲西図書館

　両図書館カウンターまたは電話で申し込んで
ください。どちらか１教室だけの申し込みもで
きます。団体でのお申し込みはご遠慮ください。
　持ち物など、詳しくはお問い合わせください。

湖南市老人クラブ
連合会陶芸部作品展
７月14日（土）～29日（日）
※最終日は午後５時まで
　湖南市老人クラブ連合会
陶芸部で活動する皆さ
んの作品、約60点を
展示します。

いずれも先着200
人

☆�開演後の途中入
場はでき

　ない場合があり
ます。

定員

読みきかせキャラバンがやってくる！

■場所　甲西図書館
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石部子育て支援センター

◆開放日　７月４日（水）・９日（月）
　午前10時～ 11時30分
◆子育て相談日　７月17日（火）
　午前９時30分～ 11時30分（受付：午前11時まで）
　保健師と栄養士が相談に応じます。身長・体重測定
も行います。
■持ち物　母子健康手帳

◎開館日　月〜金曜日
◎休館日　土・日曜日、祝日、年末年始
◎開館時間　午前８時30分〜午後５時15分

（石部保育園隣接）　�77◦8570　�77◦8572
たんぽぽはうす

絵本とわらべうたを親子で楽しみましょう
■日時　７月19日（木） 午前10時30分～ 11時
　（受付：午前10時15分～）
■対象　２・３歳の子どもと保護者
■定員　20組（先着順）
■講師　ボランティアグループ「ちっちゃなかぜ」
■申込期間　７月２日（月）～６日（金）

人形劇を観よう
■日時　７月23日（月） 午後２時～３時
　（受付：午後１時40分～）
■場所　石部保育園遊戯室
■対象　未就園の子どもとその保護者（上の子は、未
就学限定で可）

■定員　20組（先着順）
■演目　「あっぱ、うっぱ、おっぱ～カッパの子ども
たち」ほか（劇団小さいお城）

■申込期間　７月９日（月）～ 13日（金）

◆おひさまらんど（子育て支援講座）

■日時　９月21日、10月５日・12日、11月２日・30
日、12月14日、1月25日、２月１日（すべて金曜日）
〔全８回〕 午前10時～ 11時30分
　（受付：午前９時30分～ 45分）
※日程は変更になる場合があります。
■対象　平成19年４月１日現在で２歳以上の子ども
と保護者

■定員　20組（先着順・初めての人を優先します）
■内容　工作、散歩、スライム遊び、クッキング、ふ
れあい遊びなど

■申込期間　７月17日（火）～ 20日（金）
　〔電話の場合は案内をお渡ししますので、７月20日
（金）までにセンターへお越しください。〕
※下の子どもの託児サービスあり（定員：先着５人）

◆にこにこ広場（くまグループ）

ふたごちゃんママのおしゃべり会
　みんなでわいわいおしゃべりしませんか？
　みつご以上のママも大歓迎です。
■日時　７月25日（水） 午前10時～正午
■場所　子育て支援センターひまわり

日 月 火 水 木 金 土

1　 2☆ 3 4◇ 5◇ 6☆ 7　

8　 9☆ 10☆ 11 12 13 14　

15　 16 17◇ 18◇ 19☆ 20☆ 22　

22　 23 24☆ 25 26☆ 27☆ 28　

29　 30☆ 31◇

　 

◎開館時間　午前９時〜午後４時

子育て支援センター

（岩根保育園２階）　�・�72◦7089
ひまわり

７月

子育て支援講演会「子育てのコツ」
■日時　７月11日（水） 午前10時～ 11時30分
　（受付：午前９時45分～）
■場所　柑子袋公民館
■内容　子どものけんか・子どもを伸ばすおもちゃの与え方など
■講師　岩城敏之さん（Kid’ｓいわきぱふ）
※子育て支援�ボランティアの人も参加ください。

さくらんぼ広場（子育て支援センター合同企画）

第２回　サークル代表者交流会
■日時　７月５日（木） 午前10時30分～ 11時
　（受付：午前10時15分～）
■場所　子育て支援センターひまわり
■内容　手あそびを教えてもらいましょう！
■講師　中村静枝さん（元保育園園長）
※登録していないサークルの人も参加できます。

☆開放日（午前10時～正午）			 
　子どもたちが自由に遊べる場として、また保護者
どうしの交流の場として開放しています。相談があ
れば気軽に職員に声をかけてください。

　ひよこ広場
◦23日（月） 午前10時～ 11時30分			 
　( 受付：午前９時40分～ 50分）				 
　対象：８か月までの子ども
　内容：助産師による育児相談、ベビーマッサージ
　持ち物：バスタオル、母子健康手帳
　にこにこの日					   
◦３日（火） 午前10時30分～ 11時30分			 
　（受付：午前10時15分～）				  
　七夕飾りをつくろう！	
◦13日（金） 午前10時30分～ 11時
　（受付：午前10時15分～）
　絵本とわらべうたを親子で楽しみましょう！
　対象 : ０、１歳の子どもと保護者
　講師 : ボランティアグループ「ちっちゃなかぜ」

◇サークル使用日
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■内容　水遊びをしましょう（雨天…新聞紙遊び）
■対象　入園前の幼児とその保護者
■時間　午前10時30分～ 11時45分
　（受付：午前10時15分〜）
■持ち物　新聞紙、上靴、水筒（お茶）、着替え、タ
オル、帽子など
三雲幼稚園　　７月10日（火）　�72◦0077
ひかり幼稚園　７月12日（木）　�74◦3011
水戸幼稚園　　７月11日（水）　�75◦3350
※申込受付は各園で行っています。

とんとんとん でておいで

ようちえんであそぼう！
　子育ての悩み相談などにも応じます。
■内容　5歳児とあそびましょう
■対象　2・3歳児（H15.4.2 ～ H17.4.1生まれ）とそ
の保護者
■時間　午前10時30分～ 11時45分
　（受付：午前10時15分〜）
■持ち物　上靴、水筒（お茶）、着替え、タオル、帽
子など
三雲幼稚園　　７月18日（水）　�72◦0077
ひかり幼稚園　７月18日（水）　�74◦3011
水戸幼稚園　　７月19日（木）　�75◦3350
※申込受付は各園で行っています。

■日時　７月12日（木）　午前10時～ 11時30分
■場所　保健センター
■対象　未就園の子どもと保護者

保育園や幼稚園での子どもたちの
とっておきの会話を紹介するコー
ナーです。今月は阿星保育園です。

　和音は食べるの大好き！お外大
好き！お歌も大好き♪
　やんちゃ坊主でケガもいっぱい
するけど、毎日元気いっぱい遊ん
で大きくなってね！

伸和さん・照美さん（下田南）

福岡　和
な

音
おと

ちゃん（１歳）

問：問い合わせ先

　特別なメニューはありません。０歳の赤ちゃんか
らどなたでも参加できます。子育ての先輩であるサ
ポーターと一緒に、楽しい時間を過ごしましょう。
初めての人も一度のぞいてみてください。申し込み
は不要です。
○７月２日（月）　三雲公民館
○７月９日（月）　菩提寺公民館	
○７月23日（月）　下田公民館
○７月30日（月）　石部公民館
■時間　午前10時～正午
問生涯学習課〔石部文化総合センター〕　
　� 77◦ 6250　

親子プレイステーション
子どもとゆっくり、しっかり向き合うところ

子育てサロン

　おもちゃを通して親子でふれあいませんか。申し
込みは不要です。
■日時　毎週火・水曜日　午前10時～正午
■場所　石部南公民館
問石部南公民館　�77◦2535

きじっこひろば

■対象　１歳から３歳までの子どもとその保護者
■日時・内容　７月 ４日（水）　園庭開放
　 18日（水）　水遊び
　いずれも午前10時～ 11時30分
甲西あかつき保育園　�72◦4960

あひるクラブ

園庭で食べ物を運んでいるアリを見て
Ａちゃん「おみこしかついでるみたいやなぁ…」
Ｂちゃん「ほんとや。がんばれ！がんばれ！」
　地域のお祭りでおみこしをかついだ子どもたち。
　アリにもその姿を重ねたのでしょうか。

どしどしご応募ください。

問情報政策課　�71◦2300
大募集

　毎日の子育てに追われているあなた。子どもを預
けて、自由な時間を過ごしてみませんか。
■日時　７月13日（金） 午前9時30分～午後２時30分
■場所　女性センター 
■対象　市内在住または在勤で、生後４か月以上の
未就学の子どもがいる女性
■定員　10人（子ども）　※先着順
■参加費　子ども一人につき400円（保険料含む）
■持ち物　おにぎり、お茶、着替え、バスタオル、
ビニール袋など
■保育者　保育サポーター「ぽっぽ」
■申込方法　７月９日（月）まで（日曜日を除く）に電
話で女性センター（�72◦8588）へ。

子育てリフレッシュタイム

三 雲 保 育 園
石 部 保 育 園
岩 根 保 育 園
下 田 保 育 園

�72◦1385
�77◦2073
�72◦1389
�75◦2420

平 松 保 育 園
阿 星 保 育 園
菩提寺保育園
水 戸 保 育 園

�72◦0390
�77◦2950
�74◦1373
�75◦0630
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保健センター情報
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問
い
合
わ
せ
先

保健センター 毎週火・水・木曜日　
石部保健センター 毎週月・金曜日
※上記の日時で都合のつかない人は事前にお知らせください。
※持ち物…印鑑・妊娠届出書 (各保健センターにも備え付けています）

子健康手帳の交付 （受付：午前8時30分〜正午）母

７月31日（火）
午後1時30分〜 3時30分 離乳食の進め方（調理実習を含む）

対象：平成19年２月生まれの乳児と保護者
※持ち物…母子健康手帳、エプロン、そのほか乳児に必要なもの（お
　むつやミルク、お茶、バスタオル、おもちゃなど）

ぐもぐ教室 （受付：午後1時15分〜 1時30分　場所：保健センター）も

幼児健診（受付：午後１時～ ２時15分　場所：保健センター）　乳
多少時間がかかります。
4月から健診場所が夏見の保健センターのみになっています。

４か 月 児 健 診 対象：平成19年３月生 ７月26日（木）
10 か 月 児 健 診 平成18年９月生 ７月30日（月）
１歳６か月児健診 平成17年12月生 ７月10日（火）

２歳６か月児相談
・歯科健診 平成16年12月生 ７月13日（金）

３歳６か月児健診 平成15年12月生 ７月12日（木）
※�持ち物…母子健康手帳、質問票、バスタオル（４か月児）、歯ブラ
シ（10か月児・１歳６か月児・２歳６か月児・３歳６か月児）
※３歳６か月児健診では尿検査・視力検査を行います。

７月19日（木）
　　　 平和堂甲西中央店第１駐車場

献血にご協力ください

場所

広
告
掲
載
欄

B C G
７月 ９日（月） 保健センター 生後3〜6か

月未満７月25日（水） 石部保健センター
※持ち物…母子健康手帳、予診票
※�番号札は当日午前８時30分から実施場所の玄関に出しています。
　会場を離れる場合は午後２時30分までにお戻りください。

防接種 （受付：午後1時15分〜 2時30分）予

７月27日（金）
午後1時30分〜 3時30分

助産師さんと話そう！
やってみよう！妊婦体操			 

対象：妊婦・夫および家族
※持ち物…母子健康手帳
※子どもの保育が必要な人は事前にお知らせください。

マ・パパ教室Ⅰ（受付：午後1時15分〜 1時30分　場所：保健センター）マ

■�持ち物　献血手帳、身分を証明できるもの（運転免
許証・健康保険証など）				  

※65歳以上の人は、64歳までの間に献血経験のある人
が対象です。		

※渡航歴などにより、献血できない場合があります。
※成分献血に協力していただける人は、7月11日（水）ま

でに保健センターへ予約してください。
※全血とは、200ｍℓ献血・400ｍℓ献血のことです。

種　類 受付時間 対　象

全血
午前10時～午後0時30分
午後１時30分〜３時30分

16 ～ 69歳

成分（予約制） 午前10時～午後3時 18 ～ 69歳

７月 ９日（月） 岩 根 公 民 館

７月13日（金） 三 雲 公 民 館

７月23日（月） 保 健 セ ン タ ー

７月24日（火） 柑 子 袋 公 民 館

７月27日（金） サ ン ヒ ル ズ 甲 西

７月30日（月） 菩 提 寺 公 民 館

７月31日（火） 保 健 セ ン タ ー

☆受付時間：午前9時～ 10時30分

　高齢者健診は市内の医療機関で受診していただ
きますが、胃がん検診は下記の会場で実施してお
り、申し込みが必要です。申込期間は終了してい
ますが、随時受け付けています。保健センターへ
お問い合わせください。

 65歳以上の人へ
（昭和18年3月31日までに生まれた人）

胃がん検診の申し込みは
お済みですか？

「広報こなん」「湖南市ホームページ」
に広告を掲載しませんか
○「広報こなん」の広告
・規　格〔1枠〕縦45mm×横88mm
・掲載料〔1枠〕20,000円

○「湖南市ホームページ」のバナー広告
・規　格〔1枠〕
　　縦50ピクセル×横150ピクセル
（4キロバイト以内）
・掲載料〔1枠〕20,000円

■問い合わせ先　情報政策課　�71◦2300

全血
成分献血
（予約制）
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各種相談

　求職活動やハローワークでの手続きのしかたなど就労に関する相談
や、職場でのトラブルに相談員が応じます。

７月の相談日　☆相談時間：午前９時〜11時30分

保健センター　　　　 �72◦4008
石部保健センター　    �77◦7008
◇内容　離乳食や子どもの発達など
子育てに関する悩みや心配なこと

※随時、電話にて受け付けます。
※�発達相談員による発達相談（予約
制）の紹介も行います。

育児相談

保健センター　          �71◦4150
◇�日時　月〜金曜日（祝日を除く）
　午前８時30分〜午後５時15分
◇内容　妊娠、出産、育児など

赤ちゃんホットライン
（電話相談）

少年センター「あすくる湖南」
〔西庁舎別棟2階〕　　  �77◦7053
　学校や家庭での生活、非行問題な
ど、悩みを抱える中高生やその保護
者の相談、就学・就労に関する20歳
未満の青少年の相談を受け付けてい
ます。
　面接相談のほか、電話による相談
も行います。
◇日時　月〜金曜日　
　午前９時〜午後４時

少年センター悩み事相談

ふれあい教育相談室
〔勤労青少年ホーム〕　 �72◦4810
E メール   k-fureai@vesta.ocn.ne.jp
　いじめや不登校などで悩みを抱え
る小中学生や、子どもの教育に悩ん
でいる保護者の相談を受け付けてい
ます。
　電話相談のほか、面談による相談
も行います。
◇日時　月〜金曜日
　午前９時〜午後５時

教育電話相談

地域包括支援センター〔東庁舎〕
　　　　 �71◦4652

◇日時　月〜金曜日（祝日を除く）
　午前８時30分〜午後５時15分
※専門医によるもの忘れ相談（予約
制）の紹介も行います。

もの忘れについての電話
相談

育
児
・
教
育

相談窓口
○�まちづくり推進課住民総合相
談担当〔東庁舎〕  �71◦2360
○�地域総合センター
　三雲会館　        �72◦3166
　三雲教育集会所   �72◦3301
　夏見会館　        �72◦3083
　柑子袋会館　     �72◦2993
　松籟会館　        �77◦2972
　岩根会館　         �72◦2292
では、人権相談をはじめとした各
種相談窓口を開設しています。
◇�日時　月〜金曜日（祝日を除く）
午前８時30分〜午後５時15分

女性の悩み相談
　事前に予約が必要です。
◇日時　７月19日（木）
午後２時〜４時
（一人１時間程度）
◇場所　社会福祉センター
◇対象　市内在住の女性
問人権政策課〔東庁舎〕 
　�71◦2354　

法律相談
　相談は無料、秘密は厳守され
ます。予約が必要です。前日ま
でにお申し込みください。
湖南市商工会石部支所　

�77◦4145
◇日時　７月13日（金）
　午後１時30分〜４時30分
◇場所　湖南市商工会石部支所

湖南市商工会 　   �72◦0038
◇日時　７月20日（金）
　午後１時15分〜４時15分
◇�場所　共同福祉施設（サンラ
イフ甲西）

☆相談時間：午後１時〜４時
問よろず相談…社会福祉協議会　　　　　�72◦4102
　行政相談…まちづくり推進課〔東庁舎〕　�71◦2360
　人権相談…人権政策課〔東庁舎〕　　　　�71◦2354　

よろず相談・行政相談・人権相談

問商工観光課〔東庁舎〕　�71◦2332

就労相談

◇日時　７月３日（火）・17日（火）　 午前10時〜午後３時
◇場所　女性センター
問滋賀県雇用対策推進室　�72◦9311（相談日のみ）

内職相談

９日（月） 10日（火） 12日（木） 24日（火）

社会福祉センター
�72◦4102 − よろず相談

行 政 相 談 人 権 相 談
よろず相談
行 政 相 談

石部老人福祉センター
�77◦5045

行 政 相 談
人 権 相 談 − − −

場所
日

地域包括支援センター〔東庁舎〕　
    �71◦4652
 �77◦5243
�72◦8100
�74◦4093
�75◦2323

介護についての相談・高
齢者の生活相談・福祉用
具や住宅改修の相談

高齢者支援センターいしべ
高齢者支援センターみくも
高齢者支援センターぼだいじ
高齢者支援センターひえ

消費生活相談
安心安全課消費生活相談窓口〔東庁舎〕                     

�71◦2360
　消費生活に関する相談に専門の資格
を持った相談員が応じます。
◇日時　月〜金曜日（祝日を除く）　
　午前９時15分〜午後４時

心
配
ご
と

高
齢
者し

ご
と

問：問い合わせ先

健康相談（電話相談）
保健センター　�72◦4008
　保健師・管理栄養士などが健康につ
いての相談に応じます。
◇日時　月～金曜日（祝日を除く）
　午前８時30分～午後５時15分

三 雲 会 館  3日（火）・17日（火） 三雲教育集会所 9日（月）・23日（月）
夏 見 会 館  6日（金）・20日（金）柑子袋会館 12日（木）・26日（木）
松 籟 会 館 2日（月） 石部南公民館 11日（水）・25日（水）
岩 根 会 館  13日（金）・27日（金）菩提寺公民館  5日（木）・19日（木）
下田公民館 10日（火）・24日（火） サンヒルズ甲西 4日（水）・18日（水）
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鮎の友釣り（野洲川）
　毎年、6月に鮎の友釣りが解禁されると、県内
外から多くの釣り人が訪れ、竿の感触を楽しむ。
梅雨の晴れ間、初夏の日差しは眩しく、川の流れ
が足に心地よい。暑い夏はもうすぐそばまでやっ
てきている。
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お
誕
生
お
め
で
と
う

赤 

ち
ゃ 

ん

56,416人
29,223人
27,193人
21,417世帯

（＋32）

（＋18）

（＋14）

（＋14） 

人　口

　男

　女

世帯数

（平成19年６月１日現在）

（　　）内は前月比

　わたしたちは、悠久の野洲川の
流れに沿った美しい郷土を愛し、
先人が築いてきた文化や歴史に感
謝して、活気と希望に満ちた、ゆ
たかで創造的なまちをつくるため
に、この憲章を定めます。

一、�美しい水と緑を大切にし、自
然と調和したまちをつくり
ます。

一、�たがいの人権を認めあい、思
いやりのあるまちをつくり
ます。

一、�子どもが健やかに育ち、障が
い者や老人をはじめ、だれも
が安心して暮らせるまちを
つくります。

一、�ゆたかな歴史を重んじ、香り
高い文化のまちをつくりま
す。

一、�社会の規律を守り、安全で住
みよいまちをつくります。
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湖 南 市 市 民 憲 章

　6月13日から19日まで日枝中学
校の2年生95人が、市内の自動車
修理工場など34 か所の事業所で職
場体験学習を行い、働くことの大切
さなどを学びました。

今月の表紙


